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��平成平成����年度真庭市決算公表 Ｐ年度真庭市決算公表 Ｐ����～～
��市政トピックス市政トピックス　　　　　 ＰＰ����～～
��お知らせワイド版お知らせワイド版　　　　 ＰＰ����～～
��真庭が好きっ読者の広場真庭が好きっ読者の広場　 ＰＰ����～～
��ぐるっと真庭まちの話題ぐるっと真庭まちの話題　 ＰＰ����～～

����月月��日、蒜山中学校でハンスイェル日、蒜山中学校でハンスイェル
ク・シェレンベルガーさん指揮、岡山ク・シェレンベルガーさん指揮、岡山
フィルハーモニック管弦楽団演奏によフィルハーモニック管弦楽団演奏によ
る「ハッピー・ハートフルコンサート」る「ハッピー・ハートフルコンサート」
が行われました。プロオーケストラのが行われました。プロオーケストラの
迫力ある生演奏に、生徒らは熱心に聴迫力ある生演奏に、生徒らは熱心に聴
き入っていました。き入っていました。

迫力の生演奏
豊かな感性育む
迫力の生演奏迫力の生演奏
豊かな感性育む豊かな感性育む
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市
の
お
金
を
出
し
入
れ
す
る
た
め
に
、「
一
般
会
計
」「
特

別
会
計
」「
公
営
企
業
会
計
」の
�
つ
の
財
布
が
あ
り
ま
す
。ま

ず
最
初
に
、
真
庭
市
で
一
番
大
き
く
お
金
が
出
入
り
す
る
会

計
の
一
般
会
計
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�

　

一
般
会
計
と
は
、
教
育
や
福
祉
、
土
木
な
ど
基
本
的
な
行

政
運
営
の
経
費
を
賄
う
た
め
の
会
計
で
す
。
平
成　

年
度
の

��

一
般
会
計
の
概
要
は
� 
㌻ 
の
と
お
り
で
す
。
歳
入
（
入
っ
て

く
る
お
金
）
は
�
�
�
億
�
千
�
�
万
円
、
歳
出
（
出
て
い

く
お
金
）
は
�
�
�
億
�
千
�
�
�
万
円
で
し
た
。
差
し
引

く
と　

億
�
千
�
�
�
万
円
で
す
が
、
こ
の
中
に
は
翌
年
度

��

に
繰
り
越
し
て
行
う
事
業
の
財
源
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
さ
ら
に
差
し
引
く
と　

億
�
千
�
�
�
万
円
に
な
り
ま

��

す
。
こ
の
額
を
、
そ
の
年
度
の
赤
字
・
黒
字
を
示
す
「
実
質

収
支
額
」
と
い
い
ま
す
。
正
の
数
な
の
で
、
真
庭
市
の
一
般

会
計
は
黒
字
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
歳
入 
の

グ
ラ
フ
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
自
主
財
源
は
�
分
の
�

程
度
で
、
歳
入
の
多
く
を
国
な
ど
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
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　真庭市になって８回目の決算です。今回はこの決算の内容を見

ながら、真庭市の財政が直面している問題や今後のまちづくりなど 

についても触れ、私たち一人一人ができることについて考えます。

平
成

 
平
成��

年
度
年
度

����
真
庭
市

 
真
庭
市
決
算
公
表
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（性質別）�（目的別）�

総務費�
31億187万円(10.4%) 人件費�

61億2,547万円(20.5%)

扶助費�
30億5,304万円(10.2%)

公債費�
44億2,556万円(14.8%)

物件費�
35億778万円(11.8%)

補助費�
22億8,891万円(7.7%)

普通建設･災害復旧費�
42億9,366万円(14.4%)

繰出金･積立金･貸付金�
56億5,147万円(18.9%)

議会費�
2億4,470万円(0.8%)

労働費�
488万円(0.1%未満)

商工費�
5億8,858万円(2.0%)

消防費�
10億9,710万円(3.7%)

災害復旧費�
6億599万円(2.0%)

民生費�
69億8,084万円(23.4%)

衛生費�
31億3,046万円(10.5%)

農林水産業費�
17億9,444万円(6.0%)

土木費�
23億8,719万円(8.0%)

教育費�
38億8,131万円(13.0%)

公債費�
44億2,556万円(14.8%)

諸支出金�
15億9,657万円(5.4%)

維持補修費�
4億9360万円(1.7%)

義
務
的
経
費（
　 

５
％
）�

投
資
的
経
費�

そ
の
他�

45.

消
費
的
経
費（
　 

２
％
）�

.21

（性質別）�

国庫支出金�
25億77万円(8.0%)

市債�
26億6,941万円(8.5%)

地方交付税�
157億135万円(50.2%)

うち合併による上乗せ分�
42億3,343万円�

市税�
49億7,957万円(15.9%)

地方譲与税ほか�
9億800万円(2.9％)

諸収入･財産収入ほか�
7億341万円(2.3%)

繰越金･繰入金�
13億8,404万円(4.4%)

負担金･使用料�
 7億8,325万円(2.5%)

県支出金�
16億5,084万円(5.3%)

.74

自
主
財
源
　  

１
％�

.25

依
存
財
源
　  
９
％�

���億�,���万円歳入

���億�,���万円歳出

���億���万円（���%）普通交付税

��億�����万円（―���%）特別交付税

地方交付税の内訳

��億�����万円（���%）市民税

��億�����万円（���%）うち個人市民税

�億�����万円（����%）うち法人市民税

��億�����万円（―���%）固定資産税

�億�����万円（���%）軽自動車税

�億�����万円（―���%）市町村たばこ税

��万円（―���%）鉱産税

�����万円（����%）入湯税

市税の内訳

※上記表のかっこ内は前年度増減比率です。

　歳入は、大きく「自主財源」と「依

存財源」に分けることができます。

自主財源は、市税など自治体が独

自に調達する財源のことで、全体

のわずか����％。昨年度から若干

増加しているものの、多くを国な

どに依存しています。

　依存財源は、国や県などから交

付される財源のことで、地方交付

税や国・県支出金、地方債（借金）

などがこれに当たります。特に地

方交付税は歳入全体の����％を占

め、国の方針などで市の収入が左

右される可能性もあります。

自主財源はわずか����％

地方交付税が全体の����％

市民一人当た り に換算する と
（平成��年�月�日の人口������人で計算）

市民一人が支払った市税

���������円

　右の�つのグラフは、どちらも

歳出決算額約���億円の中身を表

したものです。性質別グラフでは、

人件費や扶助費、借金返済の公債

費という毎年必要な「義務的経費」

が約��％を占めています。一方、

目的別グラフは、市役所の仕事別

の決算額を示しています。例えば、

民生費は福祉サービスや子育て支

援などに使われた費用、教育費は

学校施設の整備などに使われた費

用です。昨年度と比べると、約�

億�千万円増加した決算となりま

した。　

約 ��億 ��千万円増の歳出

市民一人当た り に換算する と
（平成��年�月�日の人口������人で計算）

市民一人に使われたお金

���������円

※上記表のかっこ内は前年度増減比率です。



　

真
庭
市
の
通
常
の
お
金
を
出
し
入
れ
す
る
の
は
一
般
会
計

で
す
が
、
特
定
の
事
業
に
使
う
お
金
は
特
別
会
計
と
公
営
企

業
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
に
は　

、
公
営
企

��

業
会
計
に
は
�
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
以
外
に
、

お
金
を
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
別
会
計
全
体
の
決
算

額
は
、
歳
入
が
�
�
�
億
�
千
�
�
万
円
、
歳
出
は
�
�
�

億
�
千
�
�
�
万
円
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
額
か

ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
額
は

�
億
�
千
�
�
万
円
で
す
。

�
�
�
�

　

自
治
体
で
も
法
律
で

収
益
が
認
め
ら
れ
て
い

る
企
業
会
計
。
独
立
採

算
が
原
則
で
す
。

�
�
�
�

�
��
�

自然災害から農業経営を守るた
めの共済事業

農業共済事業会計

収益的収支（共済事業）

�億�����万 円共済事業収益

�億�����万 円共済事業費用

��万 円差引額

収益的収支（共済事業）

�円資本的収入

�円資本的支出

�円差引額

湯原温泉病院（下湯原）を運営
するための事業

湯原温泉病院事業会計

収益的収支（経常収支）

��億�����万 円病院事業収益

��億�����万 円病院事業費用

△�億�����万 円差引額

収益的収支（施設建設などの収支）

�億�����万 円資本的収入

�億�����万 円資本的支出

△�億�����万 円差引額

落合･久世･勝山地区で行われて
いる上水道事業

水道事業会計水道事業会計

収益的収支（水道料などでの収支）

�億�����万 円水道事業収益

�億�����万 円水道事業費用

�����万 円差引額

収益的収支（施設建設などの収支）

�億�����万 円資本的収入

�億�����万 円資本的支出

△�億�����万 円差引額

歳入�52億2,466万円�

歳出�50億4,562万円�

国からの補助�
12億8,478万円�

一般会計繰入金など�
8億563万円�

介護保険料(65歳以上)�
8億5.379万円�

県からの補助�
7億6,417万円�

介護保険料(40～64歳)�
13億8,622万円�

繰越金、諸収入�
ほか 1億3,007万円�

保険給付費 �
46億9,430万円�

地域支援事業�
1億4,214万円�

総務費、諸支出金ほか�
2億918万円�

介護保険
��歳以上の第�号保険者数は��,���人、要介護
者認定者は�,���人。要支援･要介護者が受けるサ
ービスにかかる保険給付は���,���件でした。

歳入�24億1,971万円�

歳出�24億1,334万円�

使用料および分担金�
2億250万円�

国からの補助�
5億9,740万円�

繰越金、諸収入�
7,251万円�

一般会計繰入金�
8億3,590万円�

市債(借金)�
7億1,140万円�

施設の維持管理費�
1億9,615万円�

公債費�
7億4,220万円�

処理場建設、下水道管埋設工事の経費�
14億7,499万円�

公共下水道事業
市内�施設が稼働し�,���戸(前年比���戸増)が
加入。落合浄化センターの建設工事および落合・
久世･勝山で下水管を埋設する工事を行いま した。

歳入�11億1,977万円�

歳出�11億185万円�

水道使用料など�
4億677万円�

一般会計繰入金�
5億4,638万円�

繰越金、諸収入ほか�
3,354万円�

国･県からの補助�
168万円�

市債(借金)�
1億3,140万円�

施設の維持管理費�
2億7,347万円�

公債費�
6億1,589万円�

諸支出金�
7万円�

水道管敷設、老朽管改良にかかる経費�
2億1,242万円�

簡易水道事業
簡易水道・飲用水供給施設の��施設を管理運 
営しています。給水人口は��,���人で一日平均
 �,���立方㍍ を給水しました。

Maniwa ��

※資本的収支額が資本的支出額に対して不足した額については、損益勘定留保資金などで補てんしています。
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その他の特別会計

差引額歳出額歳入額会計名

�億�,���万 円��億�����万円��億�����万円国民健康保険

��万円�億�����万円�億�����万円後期高齢者医療

���万円�����万円�����万円介護保険
（介護サービス事業勘定）

���万円�億�����万円�億�����万円農業集落排水事業

���万円�億�����万円�億�����万円浄化槽事業

�����万円�����万円�����万円分譲宅地事業

��万円�����万円�����万円津黒高原観光事業

�.�万円�����万円�����万円クリエイ ト菅谷事業

���万円�億�����万円�億�����万円温泉事業

一般会計から特別会計への繰出金 （かっこは前年度増減比率） 

�億�����万円    （���％）国民健康保険
�億�����万円　（���％）後期高齢者医療
�億���万円　（���％）介護保険
�����万円 （―���％）介護保険（介護サービス事業勘定）

�億�����万円 （―���％）簡易水道事業
�億�����万円　（���％）公共下水道事業
�億�����万円　（���％）農業集落排水事業
�����万円 （����％）浄化槽事業
���万円　（���％）分譲宅地事業
�����万円 （―���％）津黒高原観光事業
�����万円（�����％）クリエイト菅谷事業

��億�����万円　（���％）合計

一般会計から公営企業会計への補助金
�億�����万円　（���％）水道事業会計
�億�����万円  （���％）湯原温泉病院事業会計
�����万円   （―���％）農業共済事業会計

�億�����万円   （���％）合計

���Maniwa

H��H��H��区　分

��,�����,�����,���市税

一
般
会
計

��,�����,�����,���住宅新築資金貸付金

�,����,����,���市営住宅

�������,���保育料

���������真庭ひかりネットワーク

���������奨学金貸付金

��,�����,�����,���国民健康保険
特
別
会
計

�,����,����,���簡易水道

�,����,������介護保険

���������下水道使用料等

���������温泉事業

�,����,����,���水道事業公営
企業 �,����,����,���湯原温泉病院事業

���������その他

��,������,������,���合　　計

平成��年度滞納処分（差押）実績 （単位：万円）

換価額件数

� , ������真庭市

� , ��� ��岡山県滞納整理推進機構

� , ��� ��岡山県市町村税整理組合

税・使用料などの会計別滞納金額比較表 （単位：万円）

　一般会計から各特別会計への繰出金は、以下の表
のとおりです。繰出金とは公共下水道事業で見る
と、下水管の埋設や処理場の建設などで多くの費用
が掛かっています。このお金を利用者が負担すると
なると使用料を大幅に値上げすることになるので、
使用料などで賄えない部分を国の示す基準に沿って
一般会計のお金を渡しています。特別会計側から見
ると、「繰入金」となっています。

■
延
滞
金
を
徴
収
し
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、
納
期
限
ま

で
に
納
め
な
か
っ
た
人
か
ら
は
延

滞
金
（
平
成　

年
度
は　

・
�
㌫
）

��

��

を
徴
収
し
ま
す
。
そ
の
他
、
保
険

料
滞
納
の
場
合
に
は
給
付
制
限
、

水
道
料
滞
納
の
場
合
に
は
給
水
停

止
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

■
事
情
が
あ
る
人
は
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時

的
に
税
金
な
ど
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
納
期
内
に
担
当

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
決
算
で
、
税
や
保

��

険
料
、使
用
料
な
ど
の
滞
納
額
が
、

前
年
度
と
比
べ
て
約
�
千
�
百
万

円
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市

が
定
め
る
方
針
に
基
づ
い
て
滞
納

整
理
を
厳
正
に
実
施
し
て
き
た
成

果
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
現
時

点
で
�
億
�
千
万
円
も
の
滞
納
額

が
残
っ
て
い
ま
す
。
税
金
や
各
種

使
用
料
、
手
数
料
な
ど
の
滞
納
は

市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。
真
庭
市
で
は
、
今
年
度

か
ら
税
以
外
の
市
の
債
権
を
一
括

し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
債
権
回
収
対
策
課
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
今
後
も
、
誠
意
の
な
い

滞
納
者
に
対
し
て
積
極
的
に
差
し

押
さ
え
を
行
う
な
ど
、
徴
収
権
限

を
適
切
に
行
使
し
な
が
ら
滞
納
整

理
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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真
庭
市
国
民
健
康
保
険（
以
下
、

国
保
）
は
市
が
運
営
す
る
医
療
保

険
で
、
自
営
業
の
人
や
年
金
生
活

者
な
ど
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
国

保
の
医
療
費
は
増
え
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
繰
越
金
や
基
金
な
ど
で
何

と
か
し
の
い
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
基
金
の
底
が
見
え
、
い
よ
い

よ
来
年
度
の
予
算
組
み
さ
え
難
し

い
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。ま
さ
に
、「
破
綻
」が

見
え
て
き
た
の
で
す
。
国
保
は
今

そ
ん
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
避
け
る
た
め
の
手

段
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
保
険
税
率
の
改
正
。
つ
ま

り
税
率
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
真

庭
市
の
税
率
は
県
内
自
治
体
で
は

低
い
方
で
す
が
、
国
保
加
入
者
全

体
の
理
解
を
得
る
の
は
難
し
い
で

し
ょ
う
。
も
う
一
つ
は
、
一
般
会

計
か
ら
赤
字
補
て
ん
の
基
準
外
繰

り
入
れ
を
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

既
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
保
加
入

者
以
外
の
皆
さ
ん
に
も
負
担
を
お

願
い
す
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
も
難
し
い
選
択

肢
で
す
。
し
か
し
、
国
保
の
運
営

が
滞
る
と
い
う
事
態
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
税
率
を
上
げ
る
の
か
、
基

準
外
の
繰
り
入
れ
を
す
る
の
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
ま
ず
は
こ
の
現
状
に
向
き

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
、
社
会
全
体
で
も
医
療
費
抑

制
と
い
う
意
味
で
の
健
康
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
効
薬

と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
長
期
的
に

見
れ
ば
効
果
が
出
る
取
り
組
み
で

す
。
つ
ま
り
、
一
人
一
人
の
健
康

意
識
の
高
揚
。
こ
れ
が
国
保
危
機

解
消
の
鍵
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　公共料金や利用料など独自の収入で運営されるのが特別会計ですが、その収入だけで運営できている会計

はなく、基金（市の貯金）の取り崩しや一般会計からの繰り入れなどで賄っているのが現状です。その中で

も、特に運営が厳しい国民健康保険について、市民課の児玉正裕主幹に話を聞きました。

�����������	�����
真庭市国民健康保険が危ない 

歳入�57億5,945万円�

慢性的な財源不足、基金や繰越金はもう…�

国民健康保険税�
10億1,626万円�

国･県以外からの補助�
23億5,588万円�

繰越金、基金ほか�
5億2,437万円�

国･県からの補助�
15億1,401万円�

一般会計繰入金�
3億4,893万円� 　国保を運営するための財源は、国保加入者が支払

う保険税や国・県などからの補助金に加え、一般会
計からの繰入金で賄われます。基準内の繰り入れは
国民健康保険の制度によって定められているもの
で、赤字補てんには当たりません。

基準内の
一般会計からの繰 り入れ

　日本の制度では、いざというときに安心して病院な
どにかかれるよう、全ての人が何らかの医療保険に加
入することになっています。国保はそのうちの一つ。
その他の医療保険としては、主に民間企業の従業員に
適用される「健康保険」、公務員が加入する「共済組
合」などがあります。

国民健康保険は
医療保険制度のひとつ

市民環境部市民課   児  玉  正 裕    主幹
こ だま まさ ひろ

歳入の方が多いのは基金や繰越金があるからで、
単年度の収支で見ると平成��年度は約�億�千
万円の赤字になっています。



H21 H22 H23 H24

10.0億円�

9.5億円�
9.6億円�

9.5億円�

H21 H22 H23 H24

5.3億円� 5.3億円� 5.3億円�

3.0億円�

H21 H22 H23 H24

7.7億円�
7.5億円�

8.1億円�

8.6億円�
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　病気の重症化や医療技術の高度化などにより、真庭市

の国保加入者の医療費が増えてきています。医療費のう

ち、市が負担する部分を保険給付費といいますが、平成

��年度決算で見ると�年で約�億円も増加。増加がこの

ペースで進むようであれば、破綻が現実のものとなります。

たった � 年で � 億円の増加

������

危機
��������

������

��������	

��������	
�

�

��������� ���������	�� ����������

加入者が支払う保険税は大幅な増減
はないものの、平成��年度と比べる
と減少。財源不足のひとつの要因と
なっています。

国民健康保険事業基金（市の国保で
積み立てる貯金）の残高は、医療費
の急増に対応したことで、平成��年
度で激減しています。

介護納付金と後期高齢者支援金の総
額は徐々に増加してきています。平
成��年度を基準にすると約��％も増
えています。

保険給付費は増加の一途、もう増やせない�

歳出�53億8,980万円�

保険給付費 �
37億7,378万円�

介護納付金ほか�
4億6,603万円�

共同事業拠出金�
5億5,745万円�

後期高齢者支援金ほか�
5億9,254万円�

　国保の費用には保険給付費のほか、後期高齢者支
援金と介護納付金があります。国保を含む医療保険
が、後期高齢者医療保険と介護保険の運用経費を負
担するという仕組みになっているからです。後期高
齢者医療の場合、��歳以上の人の医療費の約�割が
現役世代の保険税（料）で賄われています。

「介護」と「高齢者」を支える
現在の医療保険制度

　国保加入者が病院や保険薬局で支払う金額は、医
療にかかった経費の�割（就学前および��歳以上は
別）。国保は他の医療保険と異なり、自治体が運営し
ているので、残りの�割は真庭市が負担しています。
その真庭市負担分が保険給付費として歳出に計上さ
れます。

医療費の�割を加入者が負担
残りの�割を真庭市が負担

H21 H22 H23 H24

37.7億円�

35.8億円�
35.3億円�

33.9億円�

平成��年�月�日現在の国保加入者は������人。
一人当たりに換算すると、保険給付費は加入者一
人に �������円使われたことになります。

平成��年度 ���
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早
期
発
見
、
そ
の
た
め
に
受
診
を

　

真
庭
市
は
全
て
の
が
ん
検
診
の

受
診
率
が
県
平
均
を
下
回
っ
て
お

り
、
国
保
の
医
療
統
計
を
見
て
も

生
活
習
慣
病
の
件
数
・
費
用
と
も

に
上
位
で
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は

医
療
機
関
や
各
種
団
体
と
連
携
し

て
、
幅
広
い
健（
検
）診
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
各
種
が
ん
検
診
に

つ
い
て
は
、
各
地
域
で
の
集
団
検

診
や
愛
育
委
員
会
の
声
掛
け
活
動

な
ど
で
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
保
加
入
者
が

対
象
の
特
定
健
診
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
今
年
度
か
ら
、
個
人
負

担
額
を
千
円
ま
で
下
げ
、
健
診
項

目
も
増
や
し
ま
し
た
。
市
の
負
担

は
増
え
ま
す
が
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
そ

れ
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
健（
検
）

診
の
内
容
や
手
続
き
、
そ
の
他
の

保
健
事
業
全
般
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
、「
保
健
だ
よ
り
」
も
毎
年

発
行
し
て
い
ま
す
。

意
識
高
揚
の
き
っ
か
け
に

　

ま
た
、
市
内
�
つ
の
地
域
で
そ

れ
ぞ
れ
健
康
づ
く
り
の
実
行
委
員

会
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
健
康
の
た
め
に
は
体
を
動

か
す
こ
と
や
食
べ
る
こ
と
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
の
で
、
運
動
教
室
か
ら

栄
養
教
室
ま
で
そ
の
内
容
は
さ
ま

ざ
ま
。
ど
れ
も
健
康
意
識
を
育
む

良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
一

人
の
健
康
意
識
が
高
ま
る
こ
と

は
、
そ
の
人
の
家
族
の
健
康
を
支

え
る
力
に
も
な
り
ま
す
し
、
地
域

全
体
の
元
気
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

　医療費抑制の鍵となる健康づくり。真庭市で進めている健康づ
くりの取り組みの中で、疾病予防と健康の意識づけについて、健
康推進課の竹中秀美保健師に話を聞きました。

��������	
��
�

健康福祉部健康推進課   竹  中  秀 美    保健師
たけ なか ひで み

いきいき湯原��会議実行委員会が主催する歩く会（��/��）。毎回コースを変えて、
地域の人とふれあいながら健康づくりを進めています

北房文化センターで行われた
元気アップ教室（��/��）

�
�
�
�
�
�
�
�
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自
分
は
健
康
だ
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ウ
エ
ス
ト

が
窮
屈
に
な
っ
て
き
て
、
気
に
な

っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
届
い
た
の
が

特
定
健
診
の
通
知
。
い
い
機
会
だ

と
思
い
初
め
て
受
診
し
て
み
ま
し

た
。
特
に
病
気
は
な
か
っ
た
も
の

の
、保
健
指
導
が
必
要
と
の
こ
と
。

予
約
を
し
て
市
役
所
を
訪
ね
る
と
、

保
健
師
さ
ん
と
栄
養
士
さ
ん
が
丁

寧
に
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
指
導
内
容
が
簡
単
で
生
活
に

合
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
が
良
か
っ

た
で
す
ね
。
例
え
ば
、「
コ
ー
ヒ
ー

を
�
日
�
杯
飲
む
な
ら
、
�
回
は

砂
糖
を
抜
い
て
み
ま
し
ょ
う
」
と

い
っ
た
具
体
的
な
内
容
だ
っ
た
の

で
、
気
軽
に
取
り
組
め
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
バ
ッ
ト
の
素
振

り
な
ど
も
取
り
入
れ
、
順
調
に
改

善
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
体
と
は

一
生
の
付
き
合
い
。
次
も
特
定
健

診
を
忘
れ
ず
受
診
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

特定健診がきっかけで健康改善
来年も忘れず受けようと思います

 内  藤  隆 次    さん（久世）
ない とう りゅう じ

　

湯
原
の
歩
く
会
に
い
つ
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ
と

は
好
き
で
す
し
、
毎
回
コ
ー
ス
を

変
え
る
な
ど
工
夫
を
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら

続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
会

は
運
動
を
始
め
た
り
続
け
た
り
す

る
き
っ
か
け
に
と
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。
会
が
あ
る
と
き
だ
け
の

運
動
に
な
っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
日
頃
か
ら
散
歩
を
す

る
よ
う
に
し
て
健
康
を
維
持
し
て

い
ま
す
。あ
と
、「
夫
婦
一
緒
に
」と

い
う
の
も
参
加
す
る
と
き
の
心
掛

け
。
自
分
だ
け
が
健
康
で
も
い
け

ま
せ
ん
か
ら
ね
。
探
せ
ば
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
る
も
の

で
、
よ
そ
の
地
域
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
登
山
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
続
け
る
こ
と
ば
か
り
を

先
に
考
え
て
し
ま
う
と
ち
ょ
っ
と

お
っ
く
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
は
気
負
わ
ず
一
度
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。  各務  和 代    さん（種）

か が み かず よ

歩く会と散歩で健康維持
まずは�回参加してみては？

健康づくりを
実践しています������

    市民みんなで考える健康づくり

■日時　��月�日�  午後 � 時��分～
■場所　勝山文化センター
　手足のしびれ痛み・腰痛、歩きにくさの原因
と最新の治療について、神経の病気のエキスパ
ートが分かりやすく解説します。
�問   健康福祉部健康推進課　℡����-��-����

セミナー 相談コーナー
脳神経外科医や医学
療法士など�人の専
門家が講師となり、
痛みの症状や治療・
ケアのしかたなどに
ついて解説

医療相談、看護相談、
リハビリ相談などの
相談コーナーを計�
カ所設け、皆さんの
悩み、知りたいにお
応えします

真庭市民健康講座

������������	
�
���・ ������ 入場

無料

    整骨院・接骨院のかかり方

����

・日常生活上の肩こりや筋肉疲労

・加齢による腰痛や五十肩

・他の保険医療機関で治療中の負傷

・慢性病や症状の改善のみられないもの

※対象疾患以外で受診した場合には、��割負担と なり ます

※医療費適正化のため、市民課から負傷原因や施術年
月日、内容などについてお問い合わせすることがあります

 健康保険が使えないもの（一例）

　通常病院で治療を受けるときには、健康保険

が適用されますが、柔道整復師にかかるときに

は保険が適用されず、全額負担となる場合があ

りますのでご注意ください。

�問   市民環境部市民課　℡����-��-����

�����
���



（億円）�

（年度）�

その他�

地方�
譲与税など�

市債�

国・県�
支出金�

地方�
交付税�

歳入�

歳出�

市税�

16 17 18 19 20 21 22 23

（使用料、繰入金、�
  諸収入など）�

350

250

50

300

150

200

100

51 49 49 54 52 50 50

126 140 136 135 140 144 152

34

46 54 43 37
65 44

48

36
54

44
28

29
3715

16

17

12

12

11 11

113

52

41

42

34

29 32

49

156

42

26

42

26
10

26

387億�

339億�
351億�

330億�

303億�
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　歳入のうち地方交付税が占め

る割合は、平成��年度が約��％

程度であったのに対し、平成��

年度が約��％となっており、地

方交付税への依存度が増してい

ます。一方、歳出では、平成��

年度が���億円、平成��年度が

���億円と、�年間で約��億円の

減額となっており、行政の効率

化が進んでいることが読み取れ

ます。歳出の「その他」が増加

傾向にあるのは、将来に備えて

財政調整基金などの『貯金』を

積み立てているからです。

　

平
成　

年
か
ら　

年
度
ま
で
の
一
般
会
計
の
決
算
状

��

��

況
を
グ
ラ
フ
に
し
ま
し
た
。平
成　

年
度
の
決
算
額
は
、

��

�
カ
町
村
の
決
算
統
計
数
値
を
合
わ
せ
た
合
併
前
の
も

の
で
す
。 �
�
�
�

交付税への依存顕著に

　

地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、
こ
れ

ま
で
合
併
前
の
旧
町
村
が
存
在
し
て
い
る
と
し

て
、
市
本
来
の
額
よ
り
多
く
交
付
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
合
併
特
例
措
置
は
合
併

後　

年
間
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
適
用
期
限

��
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
期
限
が
過
ぎ
た
平
成　
��

年
度
か
ら
�
年
を
か
け
て
徐
々
に
減
額
。
平
成

　

年
度
に
は
現
在
の
額
に
比
べ
て
約　

億
円
も

��

��

下
が
る
見
込
み
で
す
。
基
金
の
積
立
や
歳
出
削

減
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、　

億
円
は

��

あ
ま
り
に
大
き
い
額
で
す
。
真
庭
市
で
は
、
新

た
な
総
合
計
画
の
策
定
を
急
い
で
い
る
ほ
か
、

同
じ
よ
う
な
状
況
の
自
治
体
と
連
携
し
て
、
国

へ
の
働
き
か
け
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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普通交付税の推移�
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財政指標�

旨比率が低いほど施策に使える財源が多い�
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自治体の財政状況を分析するための指数が財政指標。真庭市ではい
ずれの指標も前年度より良い数値となっていますが、県内の類似自
治体と比べて悪い指標もあり、まだまだ改善が必要です。�

財政調整基金は、財源不足が起こったときに備えて積み立てる貯金
で、起債は一時的にたくさんのお金が必要な場合の借金。貯金は増、
借金は減と順調に推移しています。�

毎年経常的に使う経費が経常的に収入される財
源のうちのどれくらいを占めているかを表した
もの。数値が小さいほど財政に弾力性がある。�

必要なお金をどのくらい自力で調達できるか
を示したもの。指数が高いほど財政力が高い
団体ということになります。�

市の借金、契約で損失補償や将来支払う必要
があるものの大きさを、市の財政規模に対す
る割合で表したものです。�

市税や交付税のような使い道が自由で毎年収
入される財源のうち、公債費（借金返済額）が
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収
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平
成
の
大
合
併
で
誕
生
し
た
全
国
の
�
�
�

市
が　

月　

日
、
東
京
都
内
で
「
合
併
算
定
替

��

��

終
了
に
伴
う
財
政
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
の
合
併

特
例
措
置
の
終
了
後
、
大
幅
な
財
源
不
足
を
見

込
む
自
治
体
が
連
携
し
て
設
立
し
た
も
の
。
真

庭
市
も
参
加
し
、
太
田
市
長
が
代
表
幹
事
に
就

任
し
ま
し
た
。
合
併
特
例
措
置
が
終
了
し
て
も

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
ま
ち
づ
く
り
が
推

進
で
き
る
よ
う
、
合
併
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た

財
政
支
援
を
求
め
る
要
望
書
を
関
口
昌
一
総
務

副
大
臣
ら
に
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日

は
財
政
支
援
措
置
を
実
現
す
る
議
員
連
盟
と
の

意
見
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�

�
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�
�
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�

太田市長が議員連盟との意見交換会に出席し、合併市
の実情などを述べました

平成��年度 ���
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新
し
い
計
画
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

　

真
庭
市
は
、
こ
れ
ま
で
創
造
・

改
革
・
融
和
の
理
念
の
も
と
、
地

域
間
格
差
の
是
正
や
ハ
ー
ド
面
の

整
備
、
重
点
施
策
の
推
進
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
交
付
税
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
の
で
す
。
総
合
計

画
も
そ
れ
を
踏
ま
え
た
内
容
で
し

た
。
し
か
し
、
交
付
税
は
平
成　
��

年
度
か
ら
本
来
の
額
に
戻
っ
て
い

き
ま
す
。財
源
が
減
る
中
で
も「
多

彩
な
真
庭
」
の
発
展
の
た
め
、
総

合
計
画
を
早
期
に
練
り
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。そ
こ
で
、

現
在
の
総
合
計
画
の
終
期
を
�
年

早
め
て
平
成　

年
度
末
ま
で
と

��

し
、
新
た
な
計
画
策
定
に
向
け
て

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ス

タ
ー
ト
が
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
訳
で
す
。

一
人
の
参
加
が
真
庭
の
成
長
に

　

計
画
は
市
役
所
都
合
の
も
の
に

な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
全
員
が
一
緒
に
な
っ
て
議
論

を
す
る
中
に
、
市
長
や
教
育
長
、

市
の
職
員
も
市
民
の
一
人
と
し
て

加
わ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
。

今
回
は
前
向
き
で
と
て
も
い
い
雰

囲
気
で
し
た
。
次
回
は　

月
中
旬

��

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
度
は

財
政
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

財
政
と
い
う
と
難
し
く
聞
こ
え
ま

す
が
、
遊
び
要
素
を
取
り
入
れ
な

が
ら
『
仮
想
真
庭
市
』
の
予
算
と

事
業
を
決
め
て
い
く
と
い
う
内
容

で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
こ
れ

か
ら
�
回
、
�
回
と
続
い
て
い
き

ま
す
が
、
ど
ん
ど
ん
参
加
者
を
増

や
し
て
い
く
方
向
で
す
。
一
人
一

人
の
参
加
が
、
真
庭
の
大
き
な
成

長
に
つ
な
が
る
は
ず
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�　減っていく地方交付税。真庭市ではその現実を直視し、新たな

真庭市総合計画策定に向けて動き出しました。これからのまちづ
くり、そして、�月��日に始まったまちづくりワークショップに
ついて、総合政策課の有元均課長に話を聞きました。

����������	��
�

総合政策局総合政策課   有  元   均    課長
あり もと ひとし

�
�
�
�
�
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�
�
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職
場
の
上
司
に
背
中
を
押
さ
れ

て
参
加
し
ま
し
た
。「
市
役
所
の
硬

い
会
議
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
た
の
で
、
実
は
あ
ま
り
乗
り
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
の

会
議
に
出
席
す
る
の
は
初
め
て
で

し
た
し
、
自
分
が
市
の
計
画
づ
く

り
に
係
わ
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
で
も
、
会

場
に
行
っ
て
み
る
と
、
小
学
校
の

教
室
を
思
い
出
す
よ
う
な
雰
囲
気

が
あ
っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
皆

さ
ん
と
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
広
報
紙
や
真
庭
い

き
い
き
テ
レ
ビ
は
見
て
い
た
の

で
、
真
庭
の
こ
と
は
あ
る
程
度
知

っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。で
も
、

皆
さ
ん
と
話
を
し
て
い
る
と
、
他

の
地
域
の
こ
と
っ
て
全
然
知
ら
な

か
っ
た
ん
だ
と
痛
感
。
自
分
が
住

む
ま
ち
な
の
で
も
っ
と
見
て
勉
強

し
な
い
と
。
そ
ん
な
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
た
気
が
し
ま
す
。
途
中
か
ら

で
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
の
で
、

同
年
代
の
参
加
が
も
っ
と
増
え
れ

ば
い
い
で
す
ね
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�

　

な
か
な
か
良
か
っ
た
、
と
い
う

よ
り
む
し
ろ
と
て
も
良
か
っ
た
。

そ
れ
が
参
加
し
た
感
想
で
す
。
普

段
は
仕
事
を
し
な
が
ら
、
地
元
の

仲
間
と
『
蒜
山
の
風
』
と
い
う
団

体
を
立
ち
上
げ
て
地
域
経
済
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
他
の
地
域
や
異

な
る
年
代
の
人
と
ま
ち
の
こ
と
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
の
は
、
と

て
も
新
鮮
で
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
は
、
Ｕ
タ

ー
ン
で
真
庭
に
戻
っ
て
き
た
人
も

い
ま
し
た
。
話
を
し
て
み
る
と
、

外
の
視
点
を
持
っ
て
い
る
人
は
ひ

と
味
違
う
な
、
と
。
そ
う
い
っ
た

実
感
を
得
た
の
も
収
穫
で
す
。
真

庭
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
ね
。

蒜
山
の
風
の
仲
間
に
も
参
加
を
勧

め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。で
も
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
私
た
ち
の
年

代
ば
か
り
に
な
っ
て
も
い
け
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
回
ご
と
に
交
代
で

参
加
、
そ
う
い
う
参
加
の
仕
方
も

面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

まちづくり
ワークショップに

参加 し て������
 各務   希    さん
か が み のぞみ

（台金屋）
 井  藤   嘉 之    さん
い とう よし ゆき

（蒜山上長田）

��������	
�������

■開催時期　��月中旬

■対象者　　市内在住で満年齢が��歳以上であれ

　　　　　　ば誰でも参加できます

■申込方法　市役所各庁舎にある応募用紙で提出

　　　　　　（郵送）するか、電話でご連絡ください

■申込先　　総合政策課（〒���-���� 真庭市久世����-�）

　　　　　　℡����-����    Ｆ Ａ Ｘ����-��-����

第��回まちづく り ワークショッ プ

���������
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トピックス�

　

�
月　

日
、
真
庭
市
人
権
講
演
会
（
南

��

部
地
区
）
が
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
江
川
紹

子
さ
ん
が
「
混
迷
の
時
代
を
生
き
る
命
の

重
さ
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
市
内
か

ら
約
�
�
�
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
江
川

さ
ん
は
、
自
ら
の
取
材
を
通
し
て
感
じ
て

い
る
命
の
重
さ
に
つ
い
て
、
時
事
問
題
に

も
触
れ
な
が
ら
柔
ら
か
な
口
調
で
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、
情
報
の
溢
れ
る
社
会
に
お

い
て
物
事
の
本
質
で
あ
る
問
題
点
を
見
失

う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
訴
え
ま
し
た
。

真
庭
市
人
権
講
演
会

命
の
重
さ
を
見
つ
め
直
し
て

江川さんが命の重さを来場者にやさしく語りました

　

絵
本
作
家
・
の
ぶ
み
さ
ん
の
絵
本
原
画

展
が　

月
�
〜　

日
、
久
世
エ
ス
パ
ス
で

��

��

開
か
れ
ま
し
た
。
最
新
作
を
含
む
�
作
品

の
原
画
展
示
の
ほ
か
、
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者
は
子
ど
も
が

多
く
登
場
す
る
優
し
い
絵
本
の
世
界
に
親

し
み
ま
し
た
。
�
日
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
、　

組
の
親
子
ら
が
参
加
。

��

の
ぶ
み
さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
、
床

い
っ
ぱ
い
使
っ
た
お
絵
か
き
、
怪
獣
と
の

追
い
か
け
っ
こ
な
ど
を
し
て
、
体
を
使
っ

た
触
れ
合
い
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

絵
本
原
画
展

絵
に
親
し 
み
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ

のぶみさんと一緒に「しんかんくん」を描き上げました

　
　

月　

日
、
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン

��

��

ト
「
お
ぎ
ゃ
っ
と　
　

真
庭
」
が
久

��
in

世
エ
ス
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
産
や
育
児
に
夢
を
持
ち
、
地
域
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
地
域
ぐ
る

み
で
子
育
て
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開

催
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保
育
園
児
に

よ
る
歓
迎
の
踊
り
を
皮
切
り
に
、
や

さ
い
の
う
た
や
�
Ｂ
体
操
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
親
子
連
れ
ら

は
食
育
Ｐ
Ｒ
や
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
一
緒
に
巡
り
、
家
族
み
ん
な

が
共
に
健
康
に
暮
ら
す
ヒ
ン
ト
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

写真上左：自由に遊べる親子ひろばでは、お絵かきなどを楽しむ
親子連れらの姿が見られました　写真上右：助産師によるベビー
マッサージ指導も人気を集めました

おぎゃっとおぎゃっと ����ｉｎ真庭  ｉ ｎ 真庭

家族で触れ合い楽しい一日を過ごす家族で触れ合い楽しい一日を過ごす

絵本の読み聞かせや触れ合い遊びを楽しんだオレンジマーマレードのステージイベント絵本の読み聞かせや触れ合い遊びを楽しんだオレンジマーマレードのステージイベント
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市政に関する動きの一部を紹介します

真庭支部学童陸上記録会
が、遷喬小学校で行われ
ました。真庭圏域の��校
約�千人の児童が出場
し、ハードル走や走り幅
跳びなど�種目で記録更
新に挑みました。クラス
メートらが懸命に声援を
送る姿も見られました。

���������自己記録更新を目指し、汗を流す

持続可能なまちづくりを
考える市職員対象の研修
会が、旧遷喬尋常小学校
で開催されました。講師
を務めた名城大学教授昇
秀樹氏は、外部に頼り切
らず、住民の生活を守る
ことができる仕組みづく
りが必要と訴えました。

��������まちづくりの進め方を再確認

つやま地域若者サポート
ステーションの出張相談
所が久世保健福祉会館に
開設されました。��～��
歳までの若者を対象に就
職・進路の不安や悩みの
相談を受け、進路決定の
サポートを行います。相
談日は、毎月第�水曜日。

��������悩んでいる若者をサポート

�
������

真
庭
市
有
線
テ
レ
ビ
放
送
番
組
審
議
会

番
組
の
審
議
や
施
設
を
見
学

地域のニュース「ほっ�とまにチャン」を視聴する委員

　
　

月
�
日
、
真
庭
市
有
線
テ
レ
ビ
放
送

��
番
組
審
議
会
が
真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
局

で
開
か
れ
ま
し
た
。
審
議
会
で
は
、
委
員

�
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
審
議
会
や

放
送
基
準
の
説
明
、
番
組
の
視
聴
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、デ
ー
タ
放
送
、

番
組
表
、
字
幕
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

や
行
政
情
報
の
充
実
と
い
っ
た
番
組
製
作

に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
提

案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
真
庭
い
き

い
き
テ
レ
ビ
の
収
録
ス
タ
ジ
オ
や
放
送
設

備
の
見
学
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

地酒で乾杯しましょう
　�月市議会において、「地酒で乾杯を推進する条例」が
全員一致で可決されました。下戸の方からはご意見があ
るかもしれませんが、乾杯をするなら、真庭の風土の中
で醸し出された日本酒とワインを奨励しようとするもの
です。地場産業を盛り上げ、地元の文化を愛でようとす
るものであり、どうか、市民の方々のご理解とご協力を
お願いいたします。お酒好きの方には朗報です。秋の夜
長は地酒をどうぞ。ただし、深酒は禁物ですぞ。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
�
�
�
�

英
語
を
使
い
異
文
化
を
体
験

外国人講師が児童に故郷の文化や著名人を紹介

　
　

月
�
日
、
市
内
在
住
の
小
学
�
・
�

��
年
生
を
対
象
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド

�
�
�
�
が
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童　

人
は
、

��

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
外
国
人
講
師

や
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
英
語

で
異
文
化
を
体
験
。
�
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
花
の
写
真
か
ら
果
物
を
当
て
た

り
、
呼
ば
れ
た
色
で
決
め
ら
れ
た
動
作
を

行
う
ゲ
ー
ム
、
日
用
品
を
楽
器
の
変
わ
り

に
扱
っ
た
演
奏
な
ど
を
英
会
話
を
交
え
て

楽
し
み
ま
し
た
。



Maniwa ��

定
し
ま
す
。

・
延
長
保
育
…
延
長
保
育
は
、
�
日
に
つ

き
�
�
�
円
が
別
途
必
要
で
す

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

①
保
育
園
入
園
申
込
書　

②
在
職
、
内

職
証
明
書　

③
平
成　

年
分
の
源
泉
徴

��

収
票
（
�
月
末
ま
で
に
提
出
）
ま
た
は
、

確
定
申
告
書
の
写
し
（
確
定
申
告
終
了

後
に
提
出
）

◆
保
育
対
象
年
齢

・
北
房
地
区
、
久
世
地
区
…
平
成　

年
�

��

月
�
日
〜
平
成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

・
落
合
地
区
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平

��

成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

◆
休
園
日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
の

ほ
か
、
園
規
則
で
定
め
る
日

◆
保
育
時
間　

・
通
常
保
育　

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�

��

時　

分
ま
で　

（
各
園
で
異
な
り
ま
す

��
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

・
預
か
り
保
育　

通
常
保
育
終
了
後
〜
午

後
�
時　

分
ま
で

��

※
夏
季
預
か
り
保
育
は
、
午
前
�
時　

分
��

〜
午
後
�
時　

分
ま
で

��

◆
保
育
料　

・
通
常
保
育
…
月
額
�
千
�
�
�
円
（
年

額
�
万
�
千
円
）

・
預
か
り
保
育
…
月
額
�
千
円

※
夏
季
休
業
中
の
利
用
は
、
期
間
あ
た
り

◆
保
育
対
象
年
齢

・
市
立
保
育
園
…
平
成　

年
�
月
�
日
現

��

在
で
満
�
歳
〜
就
学
前
ま
で

※
二
川
へ
き
地
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
�
月
�
日
現
在
で
満
�
歳
〜
就

��
学
前
ま
で

・
私
立
保
育
園
…
平
成　

年
�
月
�
日
現

��

在
で
生
後
�
カ
月
〜
就
学
前
ま
で

◆
休
園
日　

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

◆
保
育
時
間

・
通
常
保
育　

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�

��

時　

分
ま
で

��

・
延
長
保
育　

午
後
�
時　

分
〜
午
後
�

��

時
ま
で

◆
保
育
料　

・
通
常
保
育
…
両
親
の
課
税
状
況
な
ど
に

よ
り
、
市
の
定
め
る
「
保
育
園
費
用
徴

収
金
基
準
額
表
（
保
育
園
）」
ま
た
は

「
へ
き
地
保
育
園
保
育
料
徴
収
規
則
に

よ
る
額
（
へ
き
地
保
育
園
）」
に
よ
り
算

申し込みは��月��日�まで

保　
 
育 　

園

幼 　

稚 　

園

真庭市内の保育園、幼稚園、認定こども園では、平成　真庭市内の保育園、幼稚園、認定こども園では、平成����年度年度

の入園申込を受け付けます。入園を希望する保護者は、受付期の入園申込を受け付けます。入園を希望する保護者は、受付期

間内に申込書を提出してください。（年度途中で入園を希望して間内に申込書を提出してください。（年度途中で入園を希望して

いる場合も受付期間内に申し込んでください。）いる場合も受付期間内に申し込んでください。）

保保育育園園・・幼幼稚稚園園・・認認定定ここどどもも園園
の入園希望者の入園希望者をを募募集集

受受付付期期間間はは、、����月月��日日��～～����日日��
　
詳しくは、希望する保育園・幼稚園・認定こども園か子育て支援課（℡詳しくは、希望する保育園・幼稚園・認定こども園か子育て支援課（℡��������--����--��������）、または各支局・）、または各支局・
振興局の市民福祉課にお問い合わせください。（申込書は各窓口に準備しています）振興局の市民福祉課にお問い合わせください。（申込書は各窓口に準備しています）

問い合わせ・申し込み先
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年
�
月
�
日
現
在
で
満
�
歳
〜
就
学
前

ま
で

◆
保
育
時
間　

・
幼
稚
園
部
…
午
前
�
時　

分
〜
午
後
�

��

時　

分
ま
で

��

※
長
時
間
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保

育
園
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
保
育
園
部
…
午
前
�
時　

分
〜
午
後
�

��

時　

分
ま
で

��

※
延
長
保
育
は
、
午
後
�
時　

分
〜
午
後

��

�
時
ま
で

◆
休
園
日
、
保
育
料
お
よ
び
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の
に
つ
い
て　

・
幼
稚
園
部
…
幼
稚
園
と
同
じ

・
保
育
園
部
…
保
育
園
と
同
じ

�
万
�
千
�
�
�
円
が
必
要

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

①
入
園
願　

②
家
庭
環
境
調
査
票

※
預
か
り
保
育
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

預
か
り
保
育
申
請
書
も
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

◆
保
育
対
象
年
齢

・
幼
稚
園
部
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平

��

成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

・
保
育
園
部
…
落
合
こ
ど
も
園
は
、
平
成

　

年
�
月
�
日
現
在
で
生
後
�
カ
月
〜

��就
学
前
ま
で
、
そ
の
他
の
園
は
平
成　
��

平成��年度園児募集
お知らせワ イ ド
���������	����
����


認
定
こ
ど
も
園

●市内の保育施設一覧
【市立保育園】北房中央保育園、北房水田保育園、木山保育
園、落合ひまわり保育園、旦土保育園、久世保育園、久世第
二保育園、月田保育園、富原保育園、美甘保育園、久見保育
園、二川へき地保育所、中和保育園、川上保育園
※旦土保育園と二川へき地保育所はへき地保育園です
【私立保育園】愛慈園（久世）
【市立幼稚園】中津井幼稚園、呰部幼稚園、上水田幼稚園、
天津幼稚園、川東幼稚園、久世幼稚園、米来幼稚園、樫邑幼
稚園、余野幼稚園、草加部幼稚園
【市立認定こども園】
落合こども園、美川こども園、勝山こども園、河内こども園
（仮）、八束こども園（仮）

「結婚記念証」
を交付 します

　平成��年��月�日から、真庭市に婚姻届を提

出されたご夫婦に申請いただくと記念となる結

婚記念証を交付します。

�問   市民環境部市民課  南　℡����-��-����

【交付について】

①対象者　真庭市に婚姻届を提出した夫婦
※本籍、住所の有無は問いません
②料金　無料。ただし、夫婦�組に対して
�通のみ。複数枚の発行はできません
③申請　婚姻日（市への届出日）から�カ
月以内に市民課および振興局・各支局の市
民福祉課で申請してください
④その他　結婚記念証は、あくまで婚姻届
の提出を証明するものです（法的な婚姻届
の受理を証明するものではありません）

デザインは�種類となっており、
�人のお気に入りの写真を一緒に
印刷することもできます
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記録史料が物語るおかやま・まにわ歴史講演会
お知らせワ イ ド
���������	����
����


さしのべたその手がこどもの命綱児童虐待防止推進月間
お知らせワ イ ド
���������	����
����
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○
地
域
の
皆
さ
ん
へ
…

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
「
こ
れ
っ
て
、
も
し
か
し
て
虐
待
か 

も
」
と
い
っ
た
心
配
が
あ
る
と
き
は
、
ぜ
ひ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
一
言
が
、
親
子
を
救
う
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。

＊
相
談
し
た
人
の
個
人
情
報
は
き
ち
ん
と
守
ら
れ
ま
す
。

○
子
育
て
中
の
あ
な
た
へ
…

　

親
は
夢
を
持
っ
て
子
育
て
を
始
め
ま
す
が
、
子
育
て
に

追
わ
れ
た
り
仕
事
と
の
両
立
で
疲
れ
た
り
と
、
イ
ラ
イ
ラ

が
募
っ
て
「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に
…
。」
と
落

ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

「
私
だ
け
…
。」
と
悩
ま
ず
に
、
周
り
の
人
に
相
談
す
る

な
ど
の
協
力
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
子
育
て
を

応
援
し
て
く
れ
る
人
が
き
っ
と
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を

虐
待
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

【相談窓口】
・市役所相談窓口　健康福祉部子育て支援課  ℡ ����-��-����
　　　　　　　　　または、振興局・各支局市民福祉課
・津山児童相談所　℡ ����-��-����
・児童相談所全国共通ダイヤル（��時間対応）℡ ����-���-���

　岡山県北部と南部をつないだ旭川と河川水運、

そして真庭市の高瀬舟の運航についてさまざまな

史料を基に、おかやま・まにわ講演会で専門家が

語ります。

�問   教育委員会生涯学習課　森　℡����-��-����

○開催日　��月�日�

○時間　午後�時��分～（受付は午後�時～）

○会場　勝山文化センター

○講師　武本　淳さん

　　　　（岡山県立記録資料館職員）

○演題　「岡山の南北水運　～旭川を中心に～」

○その他　事前申し込み不要・参加費無料

旭川の水運を学ぶ

おかや ま ・ まにわ
歴 史 講 演 会

戦前の高瀬舟の停泊風景（勝山）
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ご注意ください税の申告と納付について
お知らせワ イ ド
���������	����
����


勝山町並み・体験クラフト市手仕事の素晴らしさ
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　勝山の町並みに、手仕事を大切にして物づくりをする人たちが集まってきて
います。布細工、織物、染め物、木工品、革細工、ガラス細工など。勝山町並
み・体験クラフト市では、作業風景の見学や体験、作品の購入など、やってみ
たかったことがかないます。詳しい内容については、お問い合わせください。

�問   勝山支局総務振興課　池上　℡����-��-����

「や っ てみたか った 」  が かなう ２日間

【会　場】勝山町並み保存地区内各所
【開催日】��月��日�～��日�
【体　験】郷原漆器・木地挽き、和紙づくり、糸紡ぎ、Ｂｒｏｃｈｒｅ（小冊子）づ

くり、皮細工、とんぼ玉、モザイクガラス、木工、木版画、ベン
ガラ染め、裂織り、木のおもちゃ、パンづくり、竹細工、こけ玉
づくり、布小物づくり、映画づくり

※ワークショップの体験には事前申し込みが必要です（見学は随時可能）
【その他】野菜販売、発酵ランチなど
【申込先】勝山文化往来館ひしお（℡ ����-��-����）

　

市
内
の
�
会
場
で
申
告
相
談
（
平
成　

年
�
月　

日
〜
�
月

��

��

　

日
）
を
行
い
ま
す
。
今
ま
で
と
は
、
大
き
く
変
わ
り
ま
す
の

��で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
各
地
区
の
日
程
な
ど
は
、
�
月

に
広
報
紙
と
と
も
に
配
布
す
る
別
冊
子
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�問
 
  
市
民
環
境
部
税
務
課
住
民
税
グ
ル
ー
プ

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�
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�
日
程
�と�
会
場
�

　
　
　
　
 
が

変
わ
り
ま
す

会　
　

場
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�
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�
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申
告
期
間（
閉
庁
日
を
除
く
）
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平成��年度から税の納め方が変わります

集合税納付方式から単税納付方式へ
　真庭市は合併以来、市県民税・固定資産税・
国民健康保険税をまとめ、年��回払いとする「集
合税納付方式」を実施してきました。平成��年
度からは、市県民税と固定資産税の納付回数を
地方税法に基づく年�回払いに変更します（右
表参考）。また、税目ごとに納付方法を選択で
きるようになります。 ※国民健康保険税と軽自動車税の納付月は変わりません

�　

月

�　

月

�　

月

　
　

月

��
　
　

月

��
　
　

月

���　

月

�　

月

�　

月

�　

月

�　

月

�　

月

納付月 

 税目

○○○○市 県 民 税

◎◎◎◎固 定 資 産 税

●●●●●●●●●●国民健康保健税

★軽 自 動 車 税

��

�
�
�

��



「
ト
ン
ボ
の
森
」参
加
者
募
集
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平成��年��月�日現在
（　）は前月との比較

M ani w a ��

障
害
者
福
祉
展
を
開
催

ず
ら
り
と
力
作
が
並
び
ま
す

人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
出
席

を
希
望
す
る
新
成
人
は
生
涯
学
習

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

午
前　

時　

分
受
付
開
始

��

��

■
対
象
者　

平
成
�
年
�
月
�
日

〜
平
成
�
年
�
月
�
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

松
尾

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
や
吹
奏
楽

団
、
各
学
校
の
吹
奏
楽
部
・
筝
曲

部
な
ど
が
出
演
す
る
「
真
庭
音
楽

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
午
前　

時

��

��

��

　

分
〜

��■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料
（
全
席
自
由
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
音
楽
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
（
一
般
社
団

法
人
真
庭
青
年
会
議
所
内
）

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

ほ
く
ぼ
う
健
康
づ
く
り
実
行
委

員
会
で
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
の
ス
タ

ン
プ
を
集
め
な
が
ら
巡
り
、
心
と

体
の
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
、
参

加
体
験
型
の
健
康
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
午
後
�
時

��

��

　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
、

コ
ス
モ
ス
ド
ー
ム

■
内
容　

大
人
の
た
め
の
ラ
ジ
オ

体
操
講
習
、体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
、

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
遊
び

コ
ー
ナ
ー
、
心
地
よ
い
眠
り
を
誘

う
ス
ト
レ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー
、
朝
ご

は
ん
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先　

北
房
支
局
市

民
福
祉
課　

徳
若
・
椋
木

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��
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�
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第　

回
ほ
く
ぼ
う
健
康
ま
つ
り

��
自
分
の
健
康
を
見
直
そ
う

み
ん
な
で
つ
く
る
真
庭
音
楽
祭

音
楽
を
楽
し
も
う
♪

　

真
庭
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

で
は
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会

参
加
の
促
進
を
目
的
に
、
真
庭
市

障
害
者
福
祉
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間　
　

月　

日
�
〜　

��

��

��

月
�
日
�
※
初
日
午
前　

時
か
ら

��

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
を
開
催
し
ま

す
。　

月
�
日
�
は
休
館
日

��

■
時
間　

午
前
�
時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
（
真
庭
市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
内
）

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��
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�
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）�
�
�
�

��

　

平
成　

年
真
庭
市
成
人
式
の
案

��

内
状
を
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
新

成
人
に
向
け
、　

月
中
旬
に
発
送

��

し
ま
す
。
市
外
に
転
出
し
て
い
る

平
成　

年
真
庭
市
成
人
式

��

市
外
居
住
の
希
望
者
は
連
絡
を

�����������
　生き物が生息できる環境を目指
しトンボの森づくりを開きます。

日時���月�日� ��：��～
場所�津黒いきものふれあいの里
内容�森づくり、里山文化体験
参加費�無料（昼食に手作りピザ
を希望される場合は���円。ただ
し、高校生以上の人のみ。）
準備物�かま、のこぎり、剪定ば
さみ、軍手など
申し込み・問い合わせ先�
環境課　℡����-��-����

陸上自衛隊第��音楽隊

 第 ��回ふれあいコ ンサート ｉ   ｎ  まにわ
【開演】�����  【場所】勝山文化センター

入場無料・要入場整理券

申込方法�はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号
を明記して、下記まで郵送。入場は�歳以上。応募締
切は��月��日�必着。定員に達し次第、締め切り。
申込先�〒���-���� 真庭市上呰部���
　　　　真庭市防衛協会事務局　中山荘司

問い合わせ先�
真庭市防衛協会事務局
中山　℡����-��-����
森本　℡���-����-����

１１  　　  ２３
ｓａｔ



　

真
庭
市
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
消

費
生
活
相
談
を
平
日
に
本
庁
舎
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

区
を
決
め
た
巡
回
相
談
日
を
月
一

回
設
け
て
い
ま
す
。
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
、
多

重
債
務
で
お
困
り
の
場
合
な
ど
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
地
区
巡
回
相
談
（
湯
原
）】

■
日
時　
　

月　

日
�
午
前　

時

��

��

��

〜
正
午

■
場
所　

湯
原
支
局

■
電
話
相
談

湯
原
支
局
市
民
福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
で
は
、
家
庭
ご
み
を
減

ら
す
た
め
、
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
各
店
舗
、
消
費
者
・
環
境
団

体
な
ど
と
協
力
し
、　

月
に
「
レ

��

ジ
袋
秋
休
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
買
い
物
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い

よ
う
に
す
る「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
レ
ジ
袋

の
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
、
誰
で

も
自
分
の
意
思
で
簡
単
に
で
き
る

取
り
組
み
で
す
。
レ
ジ
袋
秋
休
み

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
き
っ
か
け
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
エ
コ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
期
間　
　

月
�
日
�
〜　

日
�

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
環
境
課  
柿
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

笑
顔
が
す
て
き
健
康
か
つ
や
ま

　

実
行
委
員
会
で
は
、「
歯
科
予

��防
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成　

年
度

��

の
「
健
康
か
つ
や
ま　

大
会
」
を

��

開
催
し
ま
す
。
歯
科
医
に
よ
る
講

演
会
の
ほ
か
、
血
圧
・
体
脂
肪
・

脳
年
齢
な
ど
の
測
定
コ
ー
ナ
ー
、

試
食
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�
午
前
�
時

��

��

　

分
〜
午
前　

時　

分

��

��

��

■
場
所　

勝
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
も
く
せ
い

■
講
演
テ
ー
マ　

「
噛
む
」　

講
師

▽
飯
田
歯
科
本
院
院
長
・
飯
田
哲

夫
氏
（
午
前　

時　

分
〜
）

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
山
支
局
市
民
福
祉
課　

兵
江

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��
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�
�
�（　
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�
�
�

��

　
　

月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

��
せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
代
理
の
人
の
場
合
に

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
、　

日
�

��

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
市
市
民
課　

中
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��� Maniwa

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

レ
ジ
袋
秋
休
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
を
積
極
的
に

第　

回
健
康
か
つ
や
ま　

大
会

��

��

歯
の
健
康
を
考
え
よ
う

年
金
事
務
所
相
談
日

年
金
の
こ
と
な
ら
お
任
せ

子育て中
の皆さん

へ

������������������
　小児用の肺炎球菌感染症予防接種が、��月�日から変わります。効果がある菌の種類が増え、より大
きな予防効果が期待できます。接種方法も一部変更になります。 �問   健康推進課  ℡����-��-����

初回接種後��日以上の間隔を置いた後で、生後��カ月に
至った日以降

�
【標準的な接種時期に初回接種をした場合の追加接種の
接種間隔】初回接種後��日以上の間隔を置いた後

�回目は生後��カ月に至るまでに行い、それを超えた場
合は接種しない。

�
【初回接種を生後�～��カ月に至るまでに開始した場合
の�回目の接種】�回目は生後��カ月に至るまでに行
い、それを超えた場合は接種しない。

◆日時　��月��日�  午後�時～

◆場所　リサイクルプラザまにわ

◆参加費　���円　◆定員　��人

◆申込期限　��月�日�まで

※はさみ、カッター、ボンドなど持

参してください。

◆申し込み・問い合わせ先

　リサイクルプラザまにわ

　℡����-��-����

リサイクルプラザ 手芸
教室 午  の 押 し絵

うま

　来年の干支は
「午・うま」です。
幸運が駆け込ん
でくる縁起の良
い白馬の押し絵
を作ってみませ
んか。

　ミツバチを飼育する全て
の人（一部除外規定あり）に蜜蜂飼育
届の提出が義務付けられています。

届出時期�毎年�月下旬
届出事項�住所、氏名、電話番号、
飼育場所、飼育予定蜂群数など
届出・問い合わせ先�岡山県真庭地
域事務所農畜産物生産課
℡����-��-����

��������	


 ミ ツ バチ飼育の届け

巣箱設置イメージ巣箱設置イメージ



�������

�日

�中山病院・久世

　����-��-����

�新庄村診療所（内）・新庄

　����-��-����

�日

�近藤病院・勝山

　����-��-����

�岸本医院（外）・久世

　����-��-����

 ��日

�金田病院・落合

　����-��-����

�杉江医院・落合

　����-��-����

 ��日

�湯原温泉病院・湯原

　����-��-����

�金田病院（外）・落合

　����-��-����

 ��日

�落合病院（内）・落合

　����-��-����

�金田病院（外）・落合

　����-��-����

�杉山医院（内）・久世

　����-��-����

��日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�さとう医院（外）・北房

　����-��-����

　

�日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�谷田医院（外）・蒜山

　����-��-����

�本山医院（内）・落合

　����-��-����

������

す
。
予
約
不
要
で
す
。
相
談
内
容

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�
午
前
�
時

��

��

〜
正
午
ま
で

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス

■
内
容　

土
地
建
物
、交
通
事
故
、

金
銭
の
貸
借
、
商
品
の
売
買
な
ど

の
も
め
ご
と

■
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
調
停
協

会
事
務
局（
勝
山
簡
易
裁
判
所
内
）

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

二
川
ふ
れ
あ
い
地
域
づ
く
り
委

員
会
で
は
、
地
元
産
の
加
工
品
や

正
月
用
品
な
ど
を
詰
め
合
わ
せ
た

小
包
便
の
注
文
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
価
格
は
送
料
、
消
費
税
込

み
で
す
。

①
冬
の
コ
ー
ス
（
�
千
�
百
円
）

　

丸
餅
（
�
�
� 
㌘ 
�
袋
）、
豆
餅

（
�
�
�
㌘ 
�
袋
）、
青
大
豆
味
噌

�
㌔
、
こ
ん
に
ゃ
く
�
�
�
㌘
、

り
ん
ご
�
個

②
餅
コ
ー
ス
（
�
千
�
百
円
）

　

丸
餅
（
�
�
�
㌘ 
�
袋
）、
豆
餅

（
�
�
�
㌘ 
�
袋
）

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

■
出
荷
予
定　
　

月　

日
�
ご
ろ

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

二
川
ふ
れ
あ
い
地
域
づ
く
り
委
員

会
宅
配
便
部

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

今
年
の
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、
一
等
・
前
後
賞
を
合
わ
せ
て

�
億
円
と
ジ
ャ
ン
ボ
史
上
最
高
当

選
額
で
す
。
ま
た
、
当
選
確
率
を

重
視
し
た
、
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

�
�
�
�
万
も
今
回
か
ら
同
時
発

売
し
ま
す
。
県
内
で
購
入
さ
れ
た

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
公
園
や
学

校
の
整
備
、文
化
振
興
事
業
な
ど
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
よ
り
豊

か
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
は
、
岡
山
県
内
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。

■
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
発
売
期
間

　

月　

日
�
〜　

月　

日
�

��

��

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
総
務
部
財
政
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
真
庭
保
健
所
と
真
庭
地

域
医
療
再
生
計
画
推
進
協
議
会
で

は
、
第
�
回
小
児
救
急
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
の
急
な
病

気
や
け
が
の
こ
と
に
つ
い
て
勉
強

し
ま
す
。
子
ど
も
の
保
護
者
は
も

ち
ろ
ん
、誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

事
前
予
約
、
先
着
順
の
託
児
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
午
後
�
時

��

��

〜
午
後
�
時
ま
で

■
場
所　

市
役
所
蒜
山
振
興
局

■
申
込
期
限　
　

月
�
日
�
ま
で

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
真
庭
保
健
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　
　

月　

日
〜　

日
は
、「
女
性
に

��

��

��

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期

間
で
す
。
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴

力
、
性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害

す
る
も
の
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
の

人
権
を
守
る
た
め
、
電
話
で
の
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
悩
み

を
誰
か
に
話
し
た
い
と
思
っ
た

ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先　

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

℡
�
�
�
�（
�
）�
�
�
�
�

　

勝
山
調
停
協
会
で
は
、
も
め
ご

と
を
話
し
合
い
に
よ
り
適
切
に
解

決
す
る
た
め
、
調
停
の
申
し
立
て

方
法
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
相
談
会
を
開
き
ま

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

話
し
合
い
に
よ
る
解
決
支
援

��

月�

日
か
ら
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
発
売

��

��

宝
く
じ
は
県
内
で
購
入
し
よ
う

真
心
込
め
た ��
ふ
た
か
わ
の
味
�

ふ
る
さ
と
の
味
を
直
送
し
ま
す

暴
力
を
な
く
す
運
動
を
実
施

 
一 
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を

小
児
救
急
研
修
会
を
開
催

子
ど
も
の
急
病
に
つ
い
て
学
ぶ

旧遷喬尋常小をライ トアッ プ
　��月��日は、世界糖尿病デーです。
世界中の名所が、シンボルカラーのブ
ルーにライトアップされ、糖尿病の予
防・治療・療養が訴えられます。真庭
市内では、�日�～��日�の夜間、旧
遷喬尋常小学校が青く照らし出され
ます。健康診断などで血糖値が高いと
言われた人は早めに受診しましょう。

M ani w a ��

���月��日は

世界糖尿病デー

真庭地域医療再生計画推進協議会
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こ
れ
ま
で
各
家
庭
な
ど
に
設
置

す
る
音
声
告
知
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ

の
設
置
し
て
い
る
住
所（
行
政
区
）

に
合
わ
せ
て
、
聴
取
エ
リ
ア
を
設

定
し
て
い
ま
し
た
。　

月
�
日
か

��

ら
、
希
望
に
よ
り
聴
取
エ
リ
ア
を

変
更
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。変
更
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

聴
取
エ
リ
ア
変
更
届
出
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先　

真
庭
エ
ス
パ
ス
文
化

振
興
財
団
（
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
管
理
）

〒
�
�
�
‐
�
�
�
�

真
庭
市
鍋
屋　

‐
�

��

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課　

福
島

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
で
は
、
病
院
が
閉
ま
っ

て
い
る
夜
間
や
休
日
に
、
子
ど
も

の
急
病
な
ど
で
、
救
急
車
を
呼
ん

で
も
よ
い
の
か
、
医
療
機
関
へ
連

れ
て
行
っ
た
方
が
よ
い
の
か
、
そ

れ
と
も
様
子
を
見
れ
ば
よ
い
の
か

悩
ん
だ
場
合
に
、
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
小
児
救
急
相
談
電
話

「
＃
�
�
�
�
」を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
電
話
の
連
絡
先
な
ど
を

記
載
し
た
シ
ー
ル
を
配
布
し
ま
す

の
で
、
自
宅
の
電
話
の
周
囲
に
貼

る
な
ど
し
て
、
不
測
の
事
態
に
備

え
ま
し
ょ
う
。
シ
ー
ル
に
は
、
か

か
り
つ
け
医
の
連
絡
先
な
ど
が
記

入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
電
話
番
号

＃
�
�
�
�
ま
た
は

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

■
シ
ー
ル
配
布
場
所　

市
役
所
各

庁
舎
、
岡
山
県
真
庭
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
真
庭
保
健
所　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障

害
者
差
別
解
消
法
）」が
今
年
�
月

に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者
基

本
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
差
別

解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項
や
、
事
業
者
な
ど
に
お
け
る

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
す
た
め
の
措
置
を
定
め
る
こ
と

を
努
力
義
務
と
し
て
い
ま
す
。
差

別
の
解
消
を
推
進
し
、
全
て
の
国

民
が
、
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い
や
り
の

心
で
接
し
、
行
動
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
施
行
日　

平
成　

年
�
月
�
日

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
福
祉
課  
岩
野

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

 

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

広
報
真
庭　

月
号　
 
㌻ 
の
ま
ち

��

��

の
話
題
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
方

の
氏
名
表
記
が
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
、「
母
里
時
惠
」
さ

ん
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

秘
書
広
報
課

お
詫
び
と
訂
正

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

　

月
�
日
〜 　

日
は
人
権
週
間

��

��

障
害
者
差
別
解
消
の
法
律
を
公
布

 
聴
取
エ
リ
ア
を
変
更
で
き
ま
す

告
知
放
送
が
よ
り
便
利
に

 
小
児
救
急
相
談
電
話 
♯
�
�
�
�

知 
っ 
て
い
ま
す
か
？

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

����������

・真庭市廃棄物減量等推進方針検討業務（環境課）

　復建調査設計�岡山支社…���������円

��������	
�

・蒜山中学校既設校舎・屋内運動場解体工事

　（教育総務課）

　�柴田工務店…����������円

・市道古風呂線橋梁概略設計業務（建設課）

　�エイト日本技術開発中国支社…���������円

・市道荒田若代線道路改良工事（建設課）

　�青木工業所…����������円

・市道上畝線道路防災工事（建設課）

　�金平工務店…����������円

・市道中山線舗装修繕工事（建設課）

　�横辺工務店…���������円

・市道延風線舗装修繕工事（建設課）

　蜂谷工業�真庭支店…���������円

・市道神代福谷線区画線設置工事（建設課）

　日交安全施設�…���������円

・市道日名久世線道路改良工事（建設課）

　牧建設�…���������円

・城内浄水場電気計装機器等更新工事（水道課）

　ミツワ電設�…����������円

・城内浄水場送配水管新設工事（水道課）

　�松尾水道…���������円

・黒田飲供配水管新設工事（水道課）

　�原建設工業所…����������円

・平成の森ドーム屋根・外壁修繕工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　梶岡建設�…����������円

・市道市場原線路肩修繕工事（落合支局総務振興課）

　�醍醐建設…���������円

��������	
�

・勝山こども園・八束保育園耐震診断業務

　（子育て支援課）

　�木村建築設計事務所…���������円

����������	

・焼却施設焼却炉補修工事（クリーンセンターまにわ）

　三広工業�…����������円

・旭水苑槽外型ポンプ定期修理工事（旭水苑）

　昇テクノサービス�…���������円

・久世�号マンホールポンプ場非常用発電設備工事

　（下水道課）

　田中機電工業�…���������円

���������	


・湯原バス停新築工事（湯原支局総務振興課）

　�大和建設…���������円

・山車車庫整備工事（湯原支局総務振興課）

　�大和建設…����������円

今月の掲載は、�/�、��、��、��、��日の入札実施分。
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���
実
り
の
写
真 
�

読者の広場は皆さん
から寄せられたハガ
キなどでつくるペー
ジです。

今 月は、寄せられた
お便り��通の中から
チ ョ イス

▼

 PN みなみ

▼

 PN キムチ

▼

 も り た ひろと

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テ
ー
マ
は

��
感
謝
�で
す 
。

　

普
段
は
思
っ
て
い
て
も
伝

え
て
い
な
い
家
族
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
や
、
困
っ
て
い
る

と
き
支
え
て
く
れ
た
先
輩
や

友
人
へ
の
感
謝
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
に
つ
い
て
、�
�
� 
字

程
度
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
川
柳
の
兼
題
は

�
も
ち
�で
す
。

　

お
便
り
は
、
同
封
し
た
は

が
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

川
柳
の
締
め
切
り
は　

月　
��

��

日
�
で
す
。

　

月
号
で
は
、

���
日
記
��

に
つ
い
て
お
便
り
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

（　

月　

日
締
め
切
り
）

��

��

�
月
号 
読
者
の
広
場

■初めての食感 伏見全史さん（久世）

　�月末に、園芸店で非常に珍しいフルーツ「キワーノ」

の苗を見つけ�本買って植えた。�月ごろから暑くなる

につれ、つるがどんどん伸び、お盆ごろには雄しべと雌

しべを受粉させた。�月に入り実も大きくなり、全部で

��個ほどできた。食感はプリンプリンのゼリー状で、冷

やしてヨーグルトを

かけて食べるととて

もおいしかった。

■
１
株
に
７
つ

伊
藤
輝
子
さ
ん（
落
合
垂
水
）

　

①
�
�
� 
㌘ 
②
�
�
� 
㌘ 
③
�

�
�
㌘ 
④
�
�
�
㌘ 
⑤
�
�
�
㌘

⑥
�
�
�
㌘ 
⑦
�
�
�
㌘
。
全
部

で
� , 
�
�
�
㌘ 
も
あ
り
ま
し
た
。

旬
を
ど
っ
さ
り
肥
え
る
秋
。
私
た

ち
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

■
自
慢
の
ブ
ド
ウ 

匿
名
希
望
さ
ん

　

今
年
は
、
暑
さ
の
影
響
で
、
ピ
オ
ー
ネ
の
色
が
付
き

に
く
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
な
ん
と
か
お
い
し
い
ブ
ド

ウ
が
で
き
ま
し
た
。
自
宅
で
お
い
し
い
農
作
物
が
作
れ

て
、
そ
れ
を
食

べ
ら
れ
る
っ
て

か
な
り
幸
せ
な

こ
と
な
ん
で
し

ょ
う
ね
。

今
月
の
テ
ー
マ
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★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�応
募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
人
た
ち
と
の
出
会
い
と
交
流
に

夢
と
感
動
を
い
た
だ
い
た
数
日
で

し
た
。
こ
の
貴
重
な
芸
術
文
化
が

地
域
の
共
通
財
産
と
し
て
新
し
い

歴
史
を
開
き
、
さ
ら
に
活
性
、
発

展
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

快
晴
の
秋
空
に
響
く
落
合
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
っ
て
「
落
合

ま
ち
か
ど
展
覧
会
」
は
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

年
の
熟
成
期
間
を
経

��

て
、落
合
エ
リ
ア
全
域
を
網
羅
し
、

拡
大
進
化
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
世
代
を
超
え
、
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
た
豊
か
な
感
性
に
よ
る
趣
の

表
現
と
、
茶
菓
の
接
待
な
ど
の
日

本
人
の
真
心
の
お
も
て
な
し
は
、

出
展
者
と
見
学
者
の
絆
を
高
め
、

日
常
生
活
で
は
出
会
う
こ
と
の
な

て
く
だ
さ
い
ね
。」と
声
を
か
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
嬉
し
く
て

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
声
に
な

ら
ず
、
お
礼
も
言
え
ず
、
名
前
も

聞
け
な
か
っ
た
こ
と
残
念
で
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�
月　

日
、
爽
や
か
な
秋
晴
の

��

下
、
敬
老
会
に
出
席
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
素
晴
ら
し
く
、
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
に
何
も
か
も
忘
れ
て

大
笑
い
し
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
帰
る
と
き
、
靴
が
履
け
ず
に

困
っ
て
い
た
ら
若
い
女
性
が
手
伝

っ
て
く
れ
、「
大
丈
夫
で
す
か
。
段

差
が
あ
る
の
で
気
を
付
け
て
帰
っ

▼

 PN  金曜日

▼

 重とうあい

 古  林  楓    ちゃん

こば やし かえで

Ｈ�������� 生まれ（宮地）
◯応  浩司さん（父）

 豆  原   璃 菜    ちゃん
まめ はら り な

Ｈ������� 生まれ（五反）
◯応  裕介さん（父）

 藤  枝   昊 空    くん
ふじ えだ そ ら

Ｈ�������� 生まれ（栗原）
◯応  絵美さん（母）

 片  山   昊 宇    くん
かた やま こ う

Ｈ������� 生まれ（種）
◯応  琢也さん（父）

 池  田   琥 翔    くん
いけ だ らい と

Ｈ�������� 生まれ（上河内）
◯応  和広さん（父）

 名  和   姫 楽    ちゃん
な わ き ら

Ｈ�������� 生まれ（惣）
◯応  亜紀さん（母）

 押  目   遥 翔    くん
おし め はる と

Ｈ�������� 生まれ（古見）
◯応  可奈さん（母）

��
嬉
し
か
っ
た
敬
老
会
�

三
船
富
子
さ
ん（
豊
栄
）

��
お
も
て
な
し
美
術
館
�

　
  
赤
野
太
人
さ
ん（
赤
野
）

PN

愛育委員によるアトラクション

落合中学校吹奏楽部による演奏
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　   〒���-����　真庭市落合垂水���
　  ＴＥＬ����-��-����
　  開館時間　�：��～��：��
　  休館日　火曜日

今月のおすすめの本楽
し
く
英
語
を
学
び
ま
し
た

頭
應
ひ
な
た
さ
ん（
美
甘
）

　

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
�
�

�
�
に
参
加
し
ま
し
た
。
体
験
で

は
、
身
近
に
あ
る
も
の
を
叩
い
て

演
奏
し
た
り
、
英
語
の
色
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
し
た
り
し
ま
し

た
。
体
験
を
通
じ
て
英
語
を
話
す

こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
他
の
学
校
の
子

と
も
友
だ
ち
に
な
れ
た
し
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
外
国
ノ
ー
ト
や
シ

ー
ル
も
も
ら
え
た
し
、
面
白
く
て

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

風
の
子
フ
ェ
ス
タ
大
成
功
！

高
岡
泰
世
さ
ん（
台
金
屋
）

　

久
世
親
子
ク
ラ
ブ
風
の
子
会
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
見
た
り
聞
い

た
り
し
て
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
や

っ
て
き
ま
し
た
。
動
物
と
ふ
れ
あ

う
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
な
、
と

企
画
し
た
の
が
今
回
の
風
の
子
フ

ェ
ス
タ
で
す
。
大
が
か
り
で
し
た

が
、
他
の
親
子
ク
ラ
ブ
や
団
体
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
大
成

功
。
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が

来
て
く
れ
ま
し
た
。
風
の
子
会
で

は
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
来
て
く
だ

さ
い
ね
。

楽
し
く
運
動
す
る
の
が
い
い
ね

松
島
研
二
さ
ん（
台
金
屋
）

　

私
は
日
頃
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
汗
を
流
し

挨拶やあいづちなど、なにげ
ない日常のことでもそれぞれ
意味を持っています。��時間
を丁寧に過ごし、春夏秋冬と
きちんと付き合うことの大切
さ。所作が導く、美しく幸せ
な時間とはどのようなものな
のか。毎日を輝かせ、人生を
深める��の所作を紹介。

グータラで怠け者のぎんたは
掃除なんてしないから家はい
つも散らかったまま。野良猫
の「ちゃまる」が素敵な家さ
がしの名人だと知り、片付い
てきれいな家を探してもらお
うと、お願いしますが…。願
いをかなえるための教訓も感
じられる絵本です。

「それならいいいえあ り ますよ」
澤野秋文／作　講談社

「わらう きいろオ ニ」
梨屋アリエ／作　こがしわかおり絵　講談社

赤でも青でもない、ひとりぼっち
のきいろオニはこどもたちと友
達になりたいと学校にやって
きました。こどもたちに見か
けのことではやしたてられても、
嫌われないようにと無理をす
るきいろオニでしたが…。自
分のままで大丈夫、勇気と元
気が出るおはなしです。

て
い
ま
す
。
体
育
の
日
だ
し
、
体

を
動
か
そ
う
と
思
い
、
た
て
×
ほ

こ
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
玉
入

れ
勝
負
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
対

戦
。
僅
差
で
勝
ち
、
大
人
の
面
目

を
保
ち
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と

の
ニ
ア
ピ
ン
対
決
は
、
難
し
か
っ

た
で
す
ね
。
実
は
昔
、
ゴ
ル
フ
に

挑
戦
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
が
、
ど
う
も
上
達
せ
ず
…
。
改

め
て
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
は
感
心
し
ま

し
た
。
天
気
も
良
く
て
、
仲
良
く

運
動
が
で
き
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

「巨鯨の海」
伊東潤／著　光文社

「禅が教えてくれる
   美しい時間を作る「所作」の智慧
枡野俊明／著　幻冬舎

仲間との信頼関係が崩れると
即、死が待ち受ける危険な漁
法、組織捕鯨。それゆえ、村
には厳しい掟が存在した。江
戸から明治へ、絆と掟に縛ら
れた共同体に生きる人々のド
ラマチックな人生を、迫真の
捕鯨シーンを交え描く。第���
回直木賞候補作。

▼

 PN あおい

▼

 PN n a m i

▼

 PN アンパンマン
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川 柳   「平凡」
平
凡
に
金
婚
汗
と
缶
ビ
ー
ル　
　
　
　
　

神
谷
水
せ
ん　

久
世

平
凡
な
夢
を
抱
い
て
春
を
待
つ　
　
　
　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

平
凡
な
み
そ
汁
つ
く
り
待
つ
老
夫　
　
　

岩
見
千
里　
　

山
久
世

平
凡
に
暮
ら
す
八
十
路
の
幸
せ
を　
　
　

小
椋　

都　
　

蒜
山
下
福
田

朝
は
味
噌
汁
晩
一
合
で
今
日
も
暮
れ　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

平
凡
に
生
き
て
明
日
の
米
を
研
ぐ　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

平
凡
に
今
日
も
暮
れ
て
ゆ
く
平
和　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

平
凡
な
暮
し
に
味
が
こ
も
っ
て
い
る　
　

稲
岡
雅
子　
　

上

お
ー
い
め
し
平
凡
な
日
よ
い
つ
迄
も　
　

植
田
万
里
子　

月
田

被
災
地
に
平
凡
な
暮
ら
し
分
か
ち
た
い　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

平
凡
が
も
た
ら
す
幸
せ
ま
た
一
つ　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

妻
の
手
が
平
凡
な
俺
を
支
え
て
る　
　
　

上
島
敬
一　
　

蒜
山
上
長
田

平
凡
な
く
ら
し
に
紅
さ
す
彼
岸
花　
　
　

河
�
政
恵　
　

阿
口

今
日
も
ま
た
平
凡
で
い
い
冷
奴
こ　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

平
凡
な
夕
げ
に
妻
が
酌
い
で
く
れ　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

平
凡
な
幸
せ
朝
の
窓
を
開
け　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

平
凡
な
今
日
に
感
謝
の
日
記
書
く　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

選：勝山川柳会　原  健裕さん

��������	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�


�
��

�
�

今
月
の���

▼

 PN 半沢なおこ

▼

 PN もも

真庭市栄養改善協議会の提供です

餃子

一度にたくさん作って冷凍しておくと便
利です。

今月のレシピ
提供は

丸山  薫 さん
（八束支部）

 材料 （２人分）

・豚ひき肉  ���ｇ　・キャベツ  ���ｇ
・ニラ  ��ｇ　　　  ・餃子の皮  ��枚
・おろしショ ウガ  小さじ�/�
・サラダ油  小さじ�   ・水  �/�カップ
　　・塩、コショウ、醤油、片栗粉
　　　　　　　　　　　　　　   各少々
　　・ごま油　小さじ�

 作り方

①キャベツはみじん切り、ニラは小口切
りにして、軽く水気を取っておく。
②ボウルにひき肉と野菜、おろしショ
ウガ、◯A を加えてよく混ぜ合せ��等
分する。
③餃子の皮でひだを作るように包み、合
わせ目をしっかりと押える。
④フライパンに油を熱し、餃子を並べて焼
く。ふちが半透明になったら水を注い
で蓋をして火を弱め、蒸し焼きにする。

⑤中まで火が通ったら蓋を取り、強火に
して水分が無くなるまで焼く。

��������
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 ����ｇ  
　脂質 � � � �ｇ  炭水化物 �� � �ｇ  
　カルシウム ��ｍｇ　食塩相当量 � ��ｇ

�
�
�
�

◯A
 城下町に太鼓やかね、激突音が響く

その激しさから毎年多くの観客を引き付けている伝統行事「勝山喧嘩だ
んじり」。本祭初日の��月��日、喧嘩場にお邪魔しました。男衆が勇壮に
喧嘩する中、観客の間を縫うようにして撮った私の気迫の一枚です。



M ani w a ��

健康のススメ�

　

「
高
次
脳
機
能
障
害
」
と
は
、
病

気
や
交
通
事
故
な
ど
で
脳
が
何
ら

か
の
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
（
損
傷
）

を
受
け
た
た
め
に
生
じ
る
も
の

で
、
脳
の
高
度
で
複
雑
な
機
能
の

障
が
い
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
主

な
原
因
は
、
脳
卒
中
（
脳
梗
塞
、

脳
出
血
な
ど
）
が　

�
以
上
を
占

��

め
、次
い
で
脳
外
傷（
交
通
事
故
な

ど
）、低
酸
素
脳
症
、脳
腫
瘍
、脳
炎

な
ど
の
感
染
症
が
あ
り
ま
す
。
症

状
は
、
記
憶
障
害
や
感
情
・
行
動

障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

手
足
の
運
動
機
能
障
害
と
違
い

外
見
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
た

め
、「
見
え
な
い
障
が
い
」
と
も
い

わ
れ
ま
す
。退
院
後
に
周
り
か
ら
、

「
よ
か
っ
た
ね
。す
っ
か
り
元
気
に

な
っ
て
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
家
族
は
命
が
助
か
っ
た
こ
と

を
喜
び
つ
つ
、
以
前
と
は
�
人
が

変
わ
っ
た
よ
う
な
�
本
人
と
ど
う

向
き
合
っ
た
ら
よ
い
か
悩
む
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、
毎
日

の
生
活
で
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
が
な

い
働
き
盛
り
の
人
で
も
、
仕
事
で

お話：老人保健施設  白梅の丘  池田恵子 さん �������������	�����

は
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
が
重
な
り
、

仕
事
が
続
か
な
い
な
ど
の
社
会
的

な
支
障
も
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

身
体
の
障
が
い
と
併
合
の
場
合
や

認
知
症
と
混
同
さ
れ
る
場
合
な

ど
、
個
別
の
把
握
が
専
門
職
で
も

難
し
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

く
て
も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
見
当

た
ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
実
が

あ
り
ま
す
。

　

本
人
へ
の
対
応
は
、
①
用
件
は

一
つ
ず
つ
②
ゆ
っ
く
り
と
話
す
③

じ
っ
く
り
と
聞
く
④
疲
れ
た
ら
休

憩
す
る
⑤
分
か
り
や
す
い
生
活
習

慣
な
ど
が
基
本
で
す
。
し
か
し
、

家
族
だ
け
で
対
応
す
る
と
、
家
族

が
疲
れ
果
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
の
で
、
本
人
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
、
家
族
会
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
で
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
見
え
、生
活
も
広
が
り
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く
利
用
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
人
の
状
態
を

よ
く
知
っ
た
家
族
や
友
人
の
協
力

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
障
が
い
の

程
度
や
障
害
者
手
帳
の
有
無
な
ど

で
利
用
で
き
る
介
護
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
手
続
き

は
分
か
り
に
く
い
も
の
が
多
く
、

残
念
な
が
ら
医
療
費
・
障
害
年
金
・

生
命
保
険
・
介
護
な
ど
関
係
機
関

の
理
解
が
十
分
得
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
遠
慮
せ
ず
、
相
談

窓
口
に
問
い
合
わ
せ
、「
現
在
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
問
題
で
、
な
に
が

必
要
か
」
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
高

次
脳
機
能
障
害
の
症
状
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
対
応
の
工
夫
や

リ
ハ
ビ
リ
で
改
善
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
家
族
が

こ
の
障
が
い
を
し
っ
か
り
理
解
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

「
わ
か
り
に
く
い
障
が
い
を
少

し
で
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

欲
し
い
。」と
言
わ
れ
た
家
族
の
思

い
も
受
け
、
真
庭
地
域
で
は
支
援

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

高次脳機能障害

者
に
対
す
る
研
修
や
家
族
の
集
い

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
次
脳
機

能
障
害
者
を
支
え
る
「
ま
に
わ
シ

ー
ド
の
会
」
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
や

相
談
支
援
の
専
門
職
が
本
人
の
グ

ル
ー
プ
訓
練
や
家
族
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
家
族
に
よ
る
「
お
し

ゃ
べ
り
会
」
も
月
�
回
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
か
ら
家
族
会
と
し
て

正
式
に
活
動
を
始
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
す

が
「
年
を
と
っ
て
も
ど
ん
な
障
が

い
で
あ
っ
て
も
、
こ
こ
で
暮
ら
し

た
い
。
誰
も
が
み
ん
な
大
事
な
一

人
」
と
い
う
、
真
庭
方
式
の
〝
あ

き
ら
め
な
い
支
援
〞
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
近
く
に
お
困

り
の
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
次
脳
機
能
障
害
と
は

障
が
い
に
つ
い
て
理
解
を

真
庭
で
の
活
動
に
つ
い
て

日　時　１１月１９日（火）　午後１時３０分～
会　場　久世エスパス
その他　・予約不要・参加費無料
　　　　・相談会も行います

※詳しくは、健康推進課（ ℡ ０８６７-４２-１０５０）ま
たは、まにわシードの会事務局（ ℡ ０８６７-５２-
１１３３）までお問い合わせください。

自分の障がいがわからない…自分の障がいがわからない…

やる気がでない…やる気がでない…

覚えられない…覚えられない…

疲れやすい…疲れやすい…

こだわりが強い…こだわりが強い…
怒りっぽくなった…怒りっぽくなった…

気が散りやすい…気が散りやすい…

高次脳機能障害症状の例高次脳機能障害症状の例

講 演 会 の ご 案 内

「高次脳機能障害 っ て何 ？ 」
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�
年
く
ら
い
前
か
ら
趣
味
で
�
〜
�
人
で
養
蜂
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
平
成　

年
に
「
ま
に
わ
日
本

��

蜜
蜂
企
業
組
合
」
を
設
立
し
、
組
織
強
化
を
図
り
ま

し
た
。
現
在
、
組
合
員
は　

人
で
湯
原
地
域
を
中
心

��

と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
に
比
べ
、

飼
育
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
巣
箱
は
定
期
的

に
掃
除
を
行
い
、
清
潔
に
保
っ
て
い
な
い
と
巣
箱
か
ら

蜂
が
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、天
敵
で
あ
る
巣
を
食
べ
る
ス
ム
シ（
正
式

名
称
は
ハ
チ
ノ
ス
ツ
ヅ
リ
ガ
）
と
い
う
蛾
の
幼
虫
か
ら

守
る
た
め
に
も
巣
箱
の
確
認
と
掃
除
は
必
要
で
す
。

　

蜂
蜜
は
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
習
性
に
よ
っ
て
生

産
量
が
と
て
も
少
な
く
貴
重
な
も
の
で
、
巣
の
周
囲

の
さ
ま
ざ
ま
な
木
や
草
花
か
ら
蜜
を
集
め
て
く
る
こ

と
で
、
花
の
蜜
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
お
り
「
百
花
蜜
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
土
地
に
咲
く
花
の
種

類
に
よ
っ
て
味
も
変
わ
る
た
め
「
百
花
の
雫
」
は
地

域
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の
蜂
蜜
と
も
い
え
ま
す
。

コ
ク
と
深
み
が
あ
り
、
風
味
が
と
て
も
豊
か
で
四
季

の
自
然
の
恵
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
で
す
が
、
地
域
の
特
産
品
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

採蜜作業では、巣から蜜の詰まった
部分を丁寧に取り出します。取り出
した蜜をろ過機を使って不純物を
取り除き、容器に詰めて製品の完成。
一つの巣箱から��㌔ 程度の蜜を採
取することができます。

まにわ日本蜜蜂�
　　　  企業組合�

花本卓士さん（粟谷）�

お話�

４６�

百花の雫�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

こ　
　
 
は
く
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体
験
交
流
イ
ベ
ン
ト
・
湯
原
っ
し
ぃ
が
、
湯
原
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
あ
な
た

の
〜
た
い
を
か
な
え
ま
す
」。
�
月　

日
、古
く
か
ら

��

足
の
病
気
に
御
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
二
川
地
域

の
芦
雄
神
社
に
上
り
、「
天
空
の
神
様
に
会
い
に
行
き

た
い
」
を
か
な
え
ま
し
た
。　

月
�
日
に
は
、
ク
リ

��

の
渋
皮
煮
作
り
体
験
を
開
催
し
、
料
理
上
手
な
ひ
ろ

か
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
技
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
歴

史
や
暮
ら
し
の
知
恵
な
ど
を
学
び
、
地
域
の
魅
力
に

触
れ
ま
し
た
。　

月　

日
ま
で
開
催
中
で
す
。

��

��

　

�
月　

日
、
蒜
山
上
福
田
の
特
設
会
場

��

で
「
海
の
市
・
山
の
市
�
�
�
�
真
庭
」

が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
�

万
�
千
人
の
家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
会
場
に
は
カ
ツ
オ
の
た
た
き
、
タ

コ
の
天
ぷ
ら
、
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
、
地
元

真
庭
の
特
産
品
、
ご
当
地
グ
ル
メ
と
い
っ

た
中
四
国
の
海
の
幸
、
山
の
幸
な
ど
が
ず

ら
り
と
並
び
、
来
場
者
は
約
�
�
�
の
ブ

ー
ス
を
見
て
回
り
な
が
ら
、
出
店
者
と
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
グ
ル

メ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

オープニングを盛り上げた恒例の餅投げ

海
の
幸
、山
の
幸
を
堪
能

海
の
市
・
山
の
市
�
�
�
�
真
庭

　
　

月
�
日
、
市
指
定
一
時
避
難
所
の
真

��
庭
高
校
落
合
校
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
県
北
部
で
大
き
な
地
震
や
台
風

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
同
校
体
育
館
に

避
難
所
を
開
設
す
る
と
い
う
想
定
。
全
校

生
徒
ら
に
加
え
、
地
域
住
民
も
参
加
し
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
割
り
振

り
し
て
い
る
班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
活
動
。
住
民
誘
導
班
は
体
育
館
ま
で
校

内
を
案
内
し
避
難
者
受
付
を
、
炊
き
出
し

班
は
実
際
に
調
理
し
地
区
住
民
ら
に
配
る

な
ど
し
、
役
割
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

地
域
で
果
た
す
役
割
を
再
確
認

真
庭
高
校
防
災
訓
練

物資運搬訓練班は、土のうを作り積み上げました

写真上：願いを込め芦雄神社のお
堂に奉納された大きなわら草履な
どを興味深く見入る参加者
写真左：先生を務めたばあちゃん
らと一緒にクリの表面の堅い皮を
むく参加者。地域住民との交流も
プログラムの魅力の一つ

地域を歩きその魅力に触れる地域を歩きその魅力に触れる
　湯原っしぃ湯原っしぃ��������
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

風
の
子
フ
ェ
ス
タ
〜
池
田
動
物
園
が
や

っ
て
く
る
〜
が　

月　

日
、
産
業
学
習
館

��

��

で
開
か
れ
ま
し
た
。
久
世
親
子
ク
ラ
ブ
風

の
子
会
が
、
移
動
動
物
園
や
体
操
・
木
工

教
室
を
企
画
し
、
市
内
か
ら
約
�
�
�
人

の
親
子
ら
が
参
加
。
移
動
動
物
園
で
は
、

ロ
バ
・
ウ
サ
ギ
・
チ
ャ
ボ
な
ど　

種
類
の

��

動
物
が
池
田
動
物
園
か
ら
や
っ
て
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ヒ
ヨ
コ

を
手
に
乗
せ
て
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
ハ

ム
ス
タ
ー
に
餌
を
あ
げ
た
り
と
動
物
と
の

触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ニンジンでヤギの餌やり に挑戦する子どもら

�、�歳児（手前）と��歳以上（奥）が対戦した玉入れ勝負

　

体
育
の
日
に
当
た
る　

月　

日
、
対
戦

��

��

型
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
久
世
た
て
×
ほ
こ
大

会
」
が
宮
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ス

ポ
レ
く
せ
」
が
設
立　

周
年
を
記
念
し
初

��

め
て
企
画
。
�
〜　

歳
ま
で
の
市
民
ら
約

��

�
�
�
人
が
参
加
し
、
年
の
差
や
性
別
、

経
験
で
差
を
つ
け
、
玉
入
れ
や
綱
引
き
、

リ
レ
ー
な
ど
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
競
技
前
後
の
選
手
同
士
の
握
手
も
ル

ー
ル
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
参
加
者
の
交

流
も
よ
り
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
通
じ
地
域
を
元
気
に

久
世
た
て
×
ほ
こ
大
会

　　建国����年を記念しバレーで交流

美作地域ソフトバレーボー

ル交流大会が白梅総合体育

館で開催されました。市内

を中心に美作圏域から��チ

ーム約���人の選手が出場。

鋭いスパイクを打ち合いな

がら、激しいせめぎ合いを

展開しました。

����

　　菜の花で彩り観光客をお出迎え

湯原菜の花プロジェクト委

員会が、観光客を花で迎え

ようと下湯原の休耕田約

 �����㎡ に菜の花の種をまき

ました。久見保育園の園児

も参加し、みんなで横一列

になって進みながら丁寧に

種をまきました。

����

　　��種類以上のキノコを採取・鑑定

津黒いきものふれあいの里

できのこ観察会が、行われ

ました。参加者約��人は�

班に分かれて園内を散策。

採取したキノコをアドバイ

ザーの柴田靖さんが名称や

特徴、食べられるのかなど

を紹介しました。

�����

　　投じたボールの行方に一喜一憂

美甘地区のふれあいボウリ

ング大会が、ボウルまにわ

で行われました。ゲームは

チーム対抗戦で行われ、�

チーム��人が参加。ストラ

イクやガターといった結果

に拍手や笑い声が溢れ、親

睦を深めました。

�����

　　県内から和牛・乳牛が一堂に

第��回岡山県畜産共進会

が、全農岡山県本部総合家

畜市場で行われました。県

内各地から選出された肉用

牛��頭と乳用牛��頭が部門

ごとに分かれ、体格や発育

状態、姿勢といった育成の

成果を競いました。

�����

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
に
笑
顔

風
の
子
フ
ェ
ス
タ
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が�

編
集
後
記�

　

一
度
だ
け
ア
ケ
ビ
を
食
べ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
仲
良
し

の
友
だ
ち
と
二
人
で
山
で
見
つ
け
、
そ

れ
を
分
け
合
っ
て
食
べ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
ア
ケ
ビ
を
見
た
の
は
そ
れ

が
最
後
。
秋
晴
れ
の
下
、
取
材
で
同
行

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
、
先
頭
の
人
が
道
端
で
鈴
な
り
の
ア

ケ
ビ
を
発
見
。
ア
ケ
ビ
談
義
に
花
が
咲

い
て
い
る
中
、
あ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
い
ま
し
た
。 

江
崎

　

取
材
で
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
習
性
や

養
蜂
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

巣
箱
が
手
作
り
で
あ
る
こ
と
や
清
潔
に

す
る
こ
と
、
蜜
の
量
が
少
な
く
年
�
回

し
か
採
蜜
で
き
な
い
こ
と
な
ど
驚
く
こ

と
ば
か
り
…
。
採
取
さ
れ
た
蜂
蜜
は
、

養
蜂
家
と
ミ
ツ
バ
チ
の
努
力
の
結
晶
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
法
律
で
届

け
出
が
義
務
付
け
ら
て
い
ま
す
の
で
ミ

ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。 

小
山

　

湯
原
っ
し
ぃ
で
山
の
上
の
神
社
に
登

り
ま
し
た
。
取
材
で
割
と
頻
繁
に
湯
原

地
区
に
は
行
く
の
で
す
が
、
あ
の
辺
り

は
初
め
て
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。　

月　
��

��

日
に
は
「
い
い
風
呂
の
日
」
を
初
開
催

で
す
。
日
頃
か
ら
良
く
し
て
く
れ
る
温

泉
旅
館
の
お
か
み
ち
ゃ
ん
や
温
泉
街
の

人
た
ち
に
会
え
る
し
、
僕
も
お
風
呂
に

入
り
に
行
こ
う
か
な
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。 

福
島

地 元 を 見 直 そ う �

�問   商工観光課   ℡����-��-����

　湯原温泉は、湯原の方はもちろん、市民皆さん
の温泉だと思っています。しかし、旅館やホテル
での入浴となるとどうしても敷居が高いように思
われがちなんですよね。
　私たちは、市民の皆さんにもっと温泉を身近に
感じていただきたい、そんな思いから、この企画
を考えました。
　温泉街にはお食事どころなどもあります。一日
かけてゆっくりと内湯巡りをされるもよし、お仕
事の後にお越しいただくもよし。どうぞ湯原でく
つろぎのひとときをお過ごしください。
　温泉関係者一同、心よりお待ちしております！

市民限定�特別企画�

※入浴が可能な時間は各施設で異なります。入浴料は1カ所ごとにお支払いください。

市内在住であることがわかる証明書の提示が必要です。協賛の施設についてはお問い

合わせください。

����������������������������������
「「「「いいいいいいいい風風風風呂呂呂呂のののの日日日日」」」」 「 い い 風 呂 の 日」
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ゆ ばら まち

元禄旅籠 油屋 女将

高橋幸代  さん


